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　2015年 8月 30日～ 9月 11日国際交流科目「ブータンの農村に学ぶ発展のあり方」の一環で、学
生ブータン派遣し、現地でスタディーツアーを実施した。京都大学学生 10名、教員 2名の計 12名が
ブータン東部を訪問した。空港のある西部パロから東部タシガンに向かって、車で三日かけて標高約
九百～三千八百メートルの範囲を移動する中で、気候・植生・生業形態のダイナミックな変化を観察
した。タシガン県に到着後、まず、カンルンに立地するシェラブツェ・カレッジで本学学生が日本文
化について発表を行い、シェラブツェ・カレッジの学生からもブータンの歴史についての発表があっ
た。つづいてシェラブツェ・カレッジ教員よりディグラム・ナムザ（ブータンの礼）の授業があり、
学生による伝統舞踊及び現代的なダンスの披露があった。そして、5名のシェラブツェ・カレッジ学
生と共にカンルン、タシガン、ラディ、バルツァムにおいて臨地研修、体験学習を行なった。カンル
ンでは小学校を訪問し小学生に混じって授業に参加した。タシガンでは県知事を表敬後、病院を訪問
し、伝統医ドゥンツォの脈診を受けた。ラディでは役場、保健所、寺院などを訪問し、顕出する獣害
被害の実態を村人から直に聞き、放棄田の実態を目の当たりにした。バルツァムではリンブ寺に伝わ
る蛇を貪るチャナ・ドルジ像の伝説などの話に耳を傾けた。本プログラムを通して、京都大学学生は
シェラブツェ・カレッジ学生との共同生活を行い、交流を深めた。本稿は、ステディーツアーに参加
した学生、教員の現場での各自の直観的理解による問題点に関するエッセイ小論集である。各エッセ
イは、各自のこれまでの経験を背景にし、スタディーツアーでであった事実を、日本とブータンとの
社会や文化の比較として論じている。その議論は「あるべき人としての生き方」を模索した実践哲学
の試みと言えよう。相互啓発実践型地域研究、あるいはフィールドワークによる地域研究に従事する
ことで、「地域研究者」は自ずと実践哲学を追求することになる。このことが本稿では示されている
と言えよう。エッセイ小論の各編は以下のとおりである。はじめに：参加型地域研究としての相互啓
発実践型地域研究の手法確立を求めて（安藤和雄）、ブータン東部における地方創生（西本恵子）、私
の世界を広げたもの（出屋敷綾音）、ブータンという意識と幸せ（福嶋千紘）、ブータンで学んだ「幸
せ＝平和」（犬飼亜実）、　ブータンの展望と学生（田中咲妃）、霧の向こう側で得たもの（新川広樹）、



東ブータンにおける相互啓発実践型地域研究の試み（安藤和雄ほか）

― 40 ―

1．はじめに：参加型地域研究としての相互
啓発実践型地域研究の手法確立を求めて

東南アジア研究所実践型地域研究推進室室長
（准教授）安藤和雄

1）はじめに
　相互啓発実践型地域研究とは相互啓発による実
践型地域研究の意である。国際交流科目「ブータ
ンの農村に学ぶ発展のあり方」は学生の主体的参
加によるフィールド型の実習講義であり、私が学
生たちに伝えたいのは実践に拘った地域研究と、
実践に拘ることで研究の現場での直観的理解が求
められる地域研究の面白さであり、醍醐味である。
また、このような直観的分析が可能となるのも、
スタディーツアーの現場である東ブータンの人々
が抱える過疎や離農などの地域の問題群が、その
背景や要因などについては東ブータンに固有の問
題群であるとともに、現象としては日本の過疎や
離農の問題群と共通するグローバル問題であり

「問題群でくくられる場」あるいは「問題群でつ
ながった地域」となっているからでもある。そう
いう意味で、東ブータンの人も日本の人も問題群
で当事者性の関係性で結ばれるのである。私が相
互啓発型地域研究を提唱する積極的理由はこの点
にもっともその論拠がある（注 1）。以下、第一に、
地域研究において実践に拘る私の考えを述べてみ
たい。第二に、グローバル問題の発生と地域研究
の展開についてアメリカの地域研究の衰退と日本
の地域研究の展開をからめて言及する。第三に、
今回のスタディーツアーのスケジュールと直観の
記録と分析について述べる。
　昨今、科学においても認識科学と設計科学とい
うグルーピングが明瞭に文部科学省においても
なされるようになった。従来の専門学問の多くは
知的好奇心を満たす「あるものの探求」が認識科
学であるとすれば、目的や価値の実現をめざす

「あるべきものの探求」が設計科学であるとされ
る（注 2）。専門分野を確立した既存の学問の多くは

認識科学と位置づけられ、地域研究は独自の「専
門分野」をもつ個別の学問的営みではないような
見方もされる。本節の目的は、地域の人々が抱え
る問題を当事者的に捉え、「人はどう生きるべき
かを問う」実践哲学（注 3）を方法論的に組み込むこ
とで、地域研究は設計科学に位置づけられる固有
の学問領域と方法論をもつ「専門分野」として確
立できる可能性がある、ということを上記の三点
から示唆することにある。そして、このことで本
稿に収められた各小論の導入にかえたいのであ
る。各小論は相互啓発実践型地域研究の具体的な
事例となっている。そして、各小論は専門性に囚
われた専門的知識による分析的あるいは認識科学
的アプローチ以外にも、場に身体をもって存在す
るという「存在の共有性」により人に備わった直
観力をうまく引き出すことによる理解、人間の生
き方を探求する実践哲学的アプローチによる理解
が可能であることを示してくれている。それは一
方で、ファーミング・システムや農村開発の研究
分野で 1960から 70年代の「緑の革命」の反省か
ら 1970年代後半以降積み上げられてきた参加型
研究手法が地域研究においても十分に可能である
ことを示唆している。

2）実践と地域研究
　生きることは、積極的であれ消極的であれ、何
らかの選択をすることである。困難と対峙し困難
の克服を目的化した時に、生きようとするエネル
ギーが身体の中から湧いてくる。これは一般的に
も多くの人々の賛同を得る人生哲学であろう。私
もそう思っている一人である。困難との当事者的
関係の成立こそが、生きようとするエネルギーを
呼び起こすとでも言えよう。「困難や障害にうち
かち、それをとりのぞこうとすること」を「実践
の要求」と呼ぶ（注 4）。実践という言葉を使って表
現される行動や行為を、私も、そう定義している。
岩崎武雄が主張するように、実践的立場にたつと
いうことは、人間の立場にたって、自己の実存の
立場からいかに行為すべきかという考察を加え、

ブータンの農業の問題点（横畠尚貴）、都市化する秘境（高浦雄大）、大切なのは心（浅井薫）、東ブー
タンの放棄田　進む農村の過疎化（吉野月華）、おわりに：雨（京都大学白眉センター / 京都大学東
南アジア研究所　坂本龍太）。
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価値判断をくだすことである（注 5）。困難や障害と
いう問題の克服を目指すことが実践的立場かつ当
事者的立場であり、困難や障害という問題の論理
的説明のみに目的を限定することは傍観者的立場
である。傍観者的に問題と対峙した時には、生き
ようとするエネルギーは身体の内側からわいては
来ない。生きることの醍醐味は、生きようとする
エネルギーを実感し、そのエネルギーを使うこと
である。したがって問題という現象を説明すると
いう「抽象的な行為」にあるのではなく、問題を
身体をともなった行動によって克服しようとする

「具体的な行為」にあると言えよう。実践はエネ
ルギーを要する行為でもあり、実践は結果として
人々を活気づける。
　京都大学東南アジア研究所が重視するフィール
ドワークによる地域研究が他の既存学問と大きく
異なる点は、研究対象となる地域あるいは場に足
を踏み入れることを大原則としていることにあ
る。場に身体を置くことから、場が抱える問題と
でも言える、場に暮らす人々が直面する問題を無
視できない状況に研究者は自己を追い込んでいく
ことになる。自ずと研究者は実践的立場をとらざ
る負えなくなる。いい意味で、精神的に逃げ場の
ない退路をたたれた状況に足を踏み込んでいくこ
とが、フィールドに行くということになろう（注 6）。
フィールドワーカーである地域研究者は、多くの
場合、最初から問題と当事者的に対峙しているわ
けではなく、問題を主体的に自ら探り当てるとい
うよりは、問題が主体的に「わたし」であるフィー
ルドワーカーにある時に飛び込んできて、直観的
に分かる場合が多い。私はこの場における直観的
に理解する心を「在地の自覚」と呼んでいる。意
識する、しないにかかわらず、人々が生活する場
に入った外部の人である「わたし」には「在地の
自覚」がすでに備わっているのである。盤珪は、
彼の法話を聴きにきた寺院の建物内の聴衆に向
かって、寺院の外でないている鳥の鳴き声が、法
話に耳を傾けているその時にでも、聞こえている
と云い、仏心は誰にでも備わっていると説く（注 7）。
人が抱える問題に寄り添おうという心があるから
こそ、人は人を受け入れる、それが人間が社会性
を営む源であると私は考えている。だから、「在地
の自覚」という心は、あたかも、盤珪がとく仏心
のようなもので不生である、と言えるだろう（注 8）。

それをいかに実感するかである。
　本講義で私は学生たちに是非、学生たちに備
わっている、場の人々が抱える問題を理解しよう
とする心が現れてくることを擬似的でもいいので
実感してもらいたいと願っている。それが本講義
のスタディーツアーの目的である。したがって学
生たちがブータンへの渡航に際した事前準備とし
て、何をどう見るか、とか、現地での詳しい事情
は一切伝えていない。現地での調査旅行での注意
点や携行品、天候などの情報と、学生からの質問
に答えたのみである。学生たちにとってブータン
ははじめての国である。はじめての国、異文化に
現場で触れるという機会は人生のなかでそう多く
はない。貴重な機会を先入観で奪うことは極力さ
けるべきだろう。この機会に学生たちは、「現場
での事実を素直につかみ、問題を直観する」とい
う実感をうまくいけばつかむことができるから
だ。私はそれを可能にするのは、初めて事実に出
会った時、客観という分別（先入観）から分析的
理解を試みるのではなく、分別停止によって、偶
然的必然として、同じ場に居ることにより、事実
と共在化していくことであると思う。そうするこ
とによってのみ、個別の存在である「わたし」と

「あなた」は、事実を通じて「わたしの立場」が「あ
なたの立場」にひらかれ（注 9）、場における人々の
共在感覚が生まれることによって（注 10）、そこから
相互啓発による理解が進むことになるのである。
　本稿は参加学生たちの「現場で素直につかんだ
事実」とその彼らなりの意味づけが行われている。

3）設計科学としての日本における地域研究の展開
　地域研究は英語では Area Studiesと呼ばれ、第
二次大戦後にアメリカで始まった。Area Studies
はアメリカの世界戦略の政策作成に寄与する研究
であり、政策科学に位置づけられていた。1960
年前後に日本に導入され、日本では社会科学の一
分野として現在確立している。しかし、ベトナム
戦争での敗戦、東南冷戦の終焉により、本家のア
メリカでは地域研究は廃れたと言われている。そ
の背景を考えるうえで、以下の立命館大学国際地
域研究所のWebページの本名純所長の「所長あ
いさつ」（注 11）が参考になる。
　国際地域研究所は 1989年に設立された。その
目的は、国際学と地域研究の融合に置かれている。
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国際学は国家間を横断して対応がもとめられる環
境破壊、貧困、紛争、難民などの問題を研究対象
としてきた。一方、地域研究は地球規模よりは一
定の場所に住んでいる人々の生きざまや社会を対
象として、「固有性」を「発見」することに関心
を抱き、国を超えた共通性や普遍性には大方が無
関心か、次元のことなる話とみなしてきた。しか
し、テロ、人身売買などの「国境を越える犯罪」
はグローバル化しているが、そのローカルな実態
は地域研究によって解明される。したがって、国
際学と地域研究の融合が新しい研究パラダイムで
あると、国際地域研究の意義が説明されている。
　模式化するならば、アメリカと世界の国々や地
域は一対一の関係で結ばれていたが、世界の国々
におけるグローバルな関係が成立してくると、ア
メリカの世界戦略は、地球規模の国際関係として
捉えていく必要が増し、一対一の関係の中で対象
国を研究していた地域研究の魅力が薄れていった
のであろう。あながち私のこの推測は見当はずれ
ではないと私は思っている。
　しかし、日本においては本家アメリカでの衰退
と異なり、将来の動向はさておくとして、現在も
地域研究への関心は決して低くない。その背景は
日本の地域研究は政府の国際戦略に寄与する使命
を持たされなかったことにあるのではないだろう
か。むしろ、東南アジア研究所の設立がフォード
財団の支援を受けたことから、公式的には、政府
の戦略や援助協力などとは距離を置こうとしてき
たのである。幸いなことに、第二次世界大戦後、
世界の国々とのアメリカ的な政策的戦略を必要と
されるような関係を日本は求められてこなかっ
た。日本は敗戦国であり、友好関係のみが日本に
もっとも求められた国際関係であった。これが幸
いしたと私は考えている。誤解を恐れずに言及す
るならば、日本に導入された地域研究は国家とい
う枠組みにこだわることなく、「地域（＝場）の
説明」、つまり、研究者の興味にしたがい、あた
かも政治中立的に現象の客観的説明という自然科
学的な地域研究が可能となったのである。そして、
さらに幸運であったのは、自然科学は普遍的客観
を現象（客体）の説明に求められたが、地域研究
では現象（地域という客体）の固有性の説明が求
められたことである。しかし、固有性の説明は、
普遍性との、もしくは、他の固有性との比較の中

で可能となる。地域を擬人化するならば、個人の
固有性はあくまで全体的人格そのものを特徴とし
て捉えなければならないとするのか、人間の顔と
か背丈とか、気性とかの個別的特徴の集積として
捉えることが可能である、とするのかでも研究姿
勢は大きく異なってくる。また普遍性との比較か
ら専門によって切り取られる特徴から地域の固有
性を説明しようとする研究者はディスプリン派、
つまり、既存の専門学問の中での分析を試みた。
そして既存学問における研究とは一線を画するた
めに、地域の固有性は地域の全体性に現れるとい
う見方から、個別学問を基盤として学際研究や文
理融合研究が重視されてきたのである。一方で、
切り取られた特徴の集積では全体性は把握でき
ず、そもそも普遍的な平均像の個人は現実には存
在しないのであるから、切りとられた特徴の普遍
性との比較において、その集積として地域の固有
性を捉えることは実質的に意味がなく、地域の固
有性はあくまで、地域の全体性で描かれる固有性
の相互比較の中で、あるいは、地域の固有性が説
明される全体性を構築している、その土台となっ
ている本質的特徴に求めるべきであるという見方
から地域の固有性が明らかにされてきた。後者は、
地域研究の学問としての専門性を確立したいと
願ってきた研究者たちに多いのである。
　以上から理解されるように、アメリカの地域研
究は、東アジア、東南アジア、南アジア、アフリ
カ、南米などのいわゆる開発途上国のそれぞれの
国とアメリカが一対一で関係を構築する上での政
策作成という明確な現実的課題のために、「地域
を各専門分野（主に社会科学）がその専門性によ
り分析し、それを集積すること」であった。それ
はあくまでも、対象地域は一国家であり、一地域
である。地球という国家の集まりである多の一で
あった。その一である地域研究対象国家とアメリ
カという一が向かいあい、アメリカの一が地球と
いう国家の集まりである多の中でアメリカと対象
国家という一を位置づけるための地域研究であっ
たのである。しかし、多が一であるというグロー
バルな世界においては、一対一の政策作成よりも
一対多がより重視され、一対一に必要とされた「ア
メリカにとっての地域の固有性」を明らかにする
地域研究の現実的必要性は消失し、むしろ、多を
横断的に専門という普遍性からアプローチしてい
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る既存学問に立ち戻ることで十分となったのであ
ろう。むしろグローバルという定義自体が「地球
という普遍的存在」にあるのであるから、多のも
つ普遍性から一を見ていくことになる。したがっ
て、従来のアメリカ型の地域研究自体がそれぞれ
の専門分野に戻っていっただけだとも言えるであ
ろう。しかし、日本の地域研究は、つまり日本に
とっての開発途上国とか、ましてやアメリカに寄
与するというような役割は当初から地域研究に存
在せず、「地域で固有性を発見すること（研究す
ること）」というきわめて政治的動機性の希薄な
学術研究としてスタートしたのであった。だから、
地域研究に参加する研究者は、必然的に、他の専
門分野の研究者との差別化をはかるために、地域
という場に限定された研究の対象性に拘ることに
なったと云えるのではないだろうか。しかし、グ
ローバル問題が出現し、従来型の一国家、一地域
という一つの場を客体として分析し「地域の固有
性」を明らかにすれば事足りた地域研究の時代は
日本においても終焉しようとしている。一つには、
上記に説明したように、すでに、一国家、一地域
はもはや個別には存在しておらず、他との関係性
の中での存在が際立ってきている。それは一集落
においてもそうである。たとえば、バングラデシュ
の村では、出稼ぎ者が各世帯からでているほど、
外とのつながりを無視して集落の固有性を捉える
ことは難しくなっている。また、学問が現実に対
して超然とした態度をとれる時代が終わり、社会
への具体的貢献が求められているのである。地域
の固有性の理解だけでは、こうした要求に応える
ことは明らかに困難となったのである。それに応
えようとしたのが一つには立命館大学の国際地域
研究である。
　地域の人々が抱える問題を地域の固有性の一つ
として包含する視点が地域研究者に自覚されれ
ば、地域の固有性を明らかにするという認識科学
としての従来型の地域研究を、ローカルからグ
ローバル問題の克服という現代的課題に取り組む
設計科学として地域研究が生まれ変わることが可
能となる。しかし、その際に重要となるのは、研
究者自身が「いかに生きるべきか」という目的や
価値を問うことである。つまり実践哲学に基礎づ
けられた新しい地域研究が構築してされていくこ
とが必要となるのである。

4）スタディーツアー・スケジュール（2015 年）
8月 29日（土）深夜便（正確には 8月 30日）の

TG673便にて関空－バンコク
8月 30日（日）［曇のち雨］B3 701にてバンコク

－パロ　パロからティンプーへ（Hotel 89泊）
ティンプー中央病院、大仏。

8月 31日（月）［雨］ティンプー－ブムタン（Hotel 
Home泊）

 　道路の拡張工事でなんども道路で我々の
乗った賃貸ミニバスは停車、ティンプーを早
朝 6時半にでるが、ブムタンのホテルについ
たのは夜 20時。

9月 1日（火）［雨］ブムタン－　カンルンのシェ
ラブツェカレッジ（ゲストハウス　泊）

 　早朝　ブンタン発　3000m ～ 3700m標高の
峠越えするが、雨で視界なし。モンガールの
手前とモンガールを過ぎてからの道路は工事
により悪路と、待たされる。タシガンの KC
ホテルで夕食。シェラブツェカレッジの手前
の道路で、もう一台のバン型の車が泥に車輪
がはまる。シェラブツェカレッジからの学長
自らの応援で車輪脱出。22:00過ぎにゲストハ
ウス着。（大学ゲストハウス着）

9月 2日（水）［雨］午前　学長表敬、学生との
交流会、午後　カンルンの Kanglung primary 
schoolの見学　夕方　シェラブツェカレッジ
の学生たちによる文化の夕べ（伝統ダンスの
披露）と夕食の招待。（大学ゲストハウス着）

9月 3日（木）［雨］午前　学長と研究打合せ（安
藤）、カンルンの Rongthung primary school見
学と障害者のための Draktsho職業訓練校の見
学、タシガン県の病院の見学。タシガン県知
事への表敬。午後　ラディ・ゲオッグ（ラディ
行政村）に移動。5名のシェラブツェカレッ
ジの学生（男性 3、女性 2）が京大生 10名（男
性 4名、女性 6名）と教員 2名に通訳を兼ね
てスタディー・ツアーに参加。夜、ラディ村
の村長のラディ村の農村開発の現状と問題に
関するスライド発表。（ラディ行政村の公民館
にて宿泊）

9月 4日（金）［晴］午前　ラディのアマジョモ
を祀ったラディ・ラカン（寺院）、村のプライ
ベートのラカン、棚田と段畑の休耕地などの
見学。午後　村役場見学、村での聞き取り。（ラ
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ディ村行政村の公民館にて宿泊）
9月 5日（土）［晴］ラディ村の保健所（BHU：

Basic Health Unit）の見学、昼　バルツァム行
政村に移動。ガイドのカルマ氏の親戚宅で昼
食、周辺の耕地の見学、夜、ラディ中等学校
の文化の夕べ（ダンスと歌を学生たちがパ
フォーマンス）。（バルツァム行政村の村役場
と公民館で宿泊）

9月 6日（日）［晴］RNR（村の普及センター）
見学と村人に作物栽培などの聞取り（安藤の
み）。バルツァム・ラカン（寺）の見学。昼食
をタシガンの KC Hotelでとる。午後　モンガ
ルへ移動。（Hotel Druk Zom泊）

9月 7日（月）［晴］早朝薄暗いうちに出発。セ
ンゴルの手前で大きながけ崩れで 2時間不通。
センゴルで昼食。トンサに移動。（Tashi Ninjay 
Guest House宿泊）

9月 8日（火）［晴］午前　トンサ博物館見学　
昼前にプナカに向けて移動。プナカ宿泊。

（Kingaling Hotel泊）
9月 9日（水）［晴］プナカ・ゾン（プナカ県庁
の見学）、昼にティンプー着。JICA表敬、職
員から JICAブータンの説明を受ける。遅い昼
食。保健省次官表敬（安藤・坂本のみ）、学生
たちは土産ものなどの購入。夕方、パロに移動。

（BT Gatsel Hotelにて宿泊）
9月 10日（木）［曇］プナカ―パロ、B3 700便に
てパロからバンコクへ

9月 11日（金）［晴］バンコク－関空
 　関空に早朝到着。関空 2階の待合所にて 8:00
から 12:00の間、総括的なミーティングを行い。
それぞれの「発見」について発表を行う。
12:00解散。

5）直観の記録化と発表および分析
　私が学生たちにスタディーツアーの間、作業と
して求めたのは、その日の行動記録（時刻、場所、
会った人、見学した場所、聞いたこと、見たこと
などの事実）、と事実の中で、感動した順番に優
先順位をつけて 3個取り上げ、キーワードと説明
を書いておくこと、であった。そして、帰国時の
関空の 2階待合所の空いた空間を利用して、それ
ぞれの行動記録から、優先順位をつけて 3つの事
実（ただし 5つまでの発表は認めた、人によって

は 4つ、5つの事実を発表した）と、その事実が
なぜ重要なのかに関する自分の意見を大型のポス
トイットに表に事実、裏に説明という具合に書い
てもらい、一人ずつそれを読み上げることで発表
してもらった。発表毎に事実認識の間違いがある
かどうかを検討議論し、必要であれば修正した。
そしてそれを前のボードがわりとなったガラス版
に張り付けていった。ここまでで 12:00となって
しまい、学生各自の午後の予定があったので、帰
国時の作業はここまでとした。本来は事実の認定
あるいは共有が終わったら、次は各自の発表した
事実を表題をつけてグルーピング化する。グルー
ピングは大体 5つ前後くらいが適当である。この
根拠は 5つ以上になると分析が煩雑となってしま
うからである。このグルーピングにより、「発見
された事実」の集計による重み付けがなされるこ
とになる。この作業に入る前に、もう一度、学生
たちに各自が「発見」した事実とその説明に検討
議論を踏まえて修正することを依頼した。そして
修正された各事実とその説明を安藤に送っても
らった。本来、発表者が集まり、グルーピングに
よる重み付けによる分析をするべきであるが、残
念ながらその機会はいまのところなく、私が主宰
している 9月の京滋フィールドステーション月例
研究会の際にその会に集まった者数名で試験的に
行った。ただし、その会は海外からの参加者もあっ
たので、安藤が発表された事実を英語訳して、参
加者の意見でグルーピング化した。しかし、この
作業はあくまで、デモンストレーションとして
行ったので、今回はあえてその結果は公表しない。
またいつか機会があれば是非学生たちとともに、
最終的にグルーピングによる集計表によって直観
により発見された事実の定量分析を行ってみたい
と考えている。この直観の分析手法は今回がはじ
めてではなく、「世界を対象としたニーズ対応型
地域研究推進事業：南アジア周辺地域の開発と環
境保全のための当事者参加による社会的ソフトウ
エア研究」（代表　安藤和雄、2007 ～ 09年）で
バ ン グ ラ デ シ ュ の 15 の NGO に よ り ECF

（Environment Coping Forum）をつくり、5か所の
地点での NGOのプログラムの効果と問題点につ
いて、PLA（参加型相互学習実践法）によって、
各 NGOのスタッフが参加して、大体 20名前後に
より 2 ～ 3日の調査を行い、1日をかけて調査メ
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ンバー全員による上記のような発表会を行い、そ
れを分析して、各地点での各プログラムに関連し
たグルーピングの分析を行ったのである。直観と
いう現場での観察と聞き取りによる質的データを
量的に分析する手法は、PLAと KJ法から工夫し、
それを社会的ソフトウエアと呼んだ。社会的ソフ
トウエアと名付けた理由は、NGOの現場のスタッ
フたちは実践の現場には強いが、なかなか、その
思いを説得的にプログラムの財政的支援者（多く
の場合バングラデシュでは海外の援助団体や
ODAである場合が多い）に伝えることが困難で
ある。この現状を打開するという意味が込められ
ている（注 12）。
　本稿に収められた各小論は、参加学生たちが関
空の待合広場で発表し、検討議論された直観に
よって各自が発見した事実にもとづいてまとめら
れたものである。素直な心をもって現実に接すれ
ば、エッセンス的に事実を読み解くことができる。
私は今回のスタディーツアーを企画した者とし
て、地域の人々が抱える問題を直観的に理解した
参加学生たちの「成果」を大変高く評価している。
それは、私流に表現すれば、地域の人々に寄り添
おうとする「在地の自覚」が発動したのであると
言えよう。参加学生たちはいわゆる専門家である
地域研究者ではない。しかし、相互啓発実践型地
域研究として企画されたスタディーツアーに参加
することで、「地域の固有性」という地域の人々
が抱える問題を直観的に捉えることができてい
る。「地域研究の素人」が地域研究に参加するた
めには、直観的分析ないし直観的理解が方法論と
しては不可欠となる。参加学生たちの小論がこの
ことを実証していると言え、相互啓発実践型地域
研究が参加型地域研究として可能である確かな手
ごたえをつかんでいる（尚、私の事実の発見につ
いては、注 13、として記しておいた）。
　実費参加してくれた学生、国際交流科目担当関
係者、教職員、業務旅行株式会社関係者、シェラ
ブッチェ大学、ティンプー病院、タシガン病院、
ラディ村の保健所（BHU）関係者、ラディ、バル
ツァムの村長他住民の方々、現地旅行代理店、タ
シガン県知事、ブータン JICA事務所等々の今回
のスタディーツアーを支援していただき、お世話
いただいた皆さん、また、本報告の掲載の機会を
与えてくださったヒマラヤ学誌の編集員会に記し

て感謝致します。

注：
注 1）安藤和雄 2015「グローバル問題に挑戦する
実学としての地域研究の展開」『京都大学東
南アジア研究所 50周年記念　21世紀の東南
アジア研究―地球社会への発信』東南アジア
研究所：102．

注 2）認識科学と設計科学の違い等については、『新
しい学術の体系―社会のための学術と文理の
融合―』（日本学術会議運営審議会附置新し
い学術体系委員会 2003）を参照。

注 3）実践哲学は一般的には「実践的な事柄を対
象とする哲学。意志的行為の領域で、あるべ
きこと、または、なすべきことを規定する哲
学で、狭義には倫理学・道徳哲学をさし、広
義には政治学・法律・経済・技術・芸術など
の分野の哲学的考察を含む。また、通俗的に
は日常生活上の指針となる哲学をさす」（『大
辞泉第二版』小学館）と説明される。哲学の
目的を「哲学とは、世界はいかなるものであ
るかという＜世界観＞及び人生はいかなるも
のであり、人間は何を為し、如何に生くべき
かという＜人生観＞を学的に取り扱うもので
ある」（西田幾多郎 1975（1953）『哲学概論』
岩波書店：5）や「私は哲学というものは人
間の立場に立たなければならないと考えてい
る。＜略＞　私の考えでは、われわれ人間の
立場にたって哲学しようとするとき、そこに
どうしても直面せざるをえない最も重要な問
題は、われわれがいかに生き、いかに行為す
べきかという実践の問題である。われわれは
一瞬一瞬みずから行為しつつ生きてゆかねば
ならない。しかもその行為は自己の決断に
よって行わなければないのである。＜略＞こ
うして私は哲学は究極的に実践的立場にたっ
てわれわれみずからいかに行為すべきかとい
うことを考えてゆかねばならないと思うので
ある＜以下略＞」（岩崎武雄 1976『真理論〔哲
学体系　第一部〕』東京大学出版会：i － iii）
と説明される哲学の重要な分野であり、最近
では、『実践哲学についてー西田幾多郎文選』

（西田幾多郎 2008、書肆心水）が出版されて
いる。



東ブータンにおける相互啓発実践型地域研究の試み（安藤和雄ほか）

― 46 ―

注 4）思想の科学研究会 2012『新版　哲学・論理
用語辞典　新装版』三一書房 :194-195。

注 5）岩崎武雄 1977『存在論・実践論〔哲学体系
　第二 ･三部〕』東京大学出版：181-192．

注 6）安藤和雄 2015「場における当事者的関係性
が進める実践型地域研究」『京都大学東南ア
ジア研究所 50周年記念　21世紀の東南アジ
ア研究ー地球社会への発信』東南アジア研究
所：103-105．

注 7）玉城康四郎 1982『盤珪禅師法語』（禅の古
典 8）講談社：65．

注 8）「不生とは不生な仏心、即ち親から生みつ
けて授かった仏心であり、それは生得のもで
あって後天的に得たものではなく、その点不
生であり、不生のものであるから霊明なもの
であるという。不生のものは同時に不滅のも
のであるはずであり、盤珪は不生と言えば不
滅と言う必要はないとし、不生不滅とは称し
なかったが、不生禅の不生には不滅の意味を
同時に含んでいることはいうまでもない。」

（古田紹鉄　「解説　不生禅」『盤珪禅師語録』
（鈴木大拙　編校）2007（1941）＜岩波文庫
＞岩波書店：285-294）

注 9）「ひらく」、意識のあり方については、上田
閑照 2004（2000）『私とは何か』（岩波書新書）
岩波書店、を参照して欲しい。

注 10）「人と人が共にある、そのやり方がいかに
多様でありうるか。アフリカのフィールドで
人々と生活を共にしながら、私は身にしみて
そのことを感じた。共にある態度、身構え、
そういったことを呼ぶのに、ここでは「共在
感覚」という言葉を用いてみた」（木村大治 
2003『共在感覚―アフリカの二つの社会にお
ける言語的相互行為から』京都大学学術出版
会 :ii．

注 11）http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/k-rsc/ras/02_
aboutus/02_about.html（2015 年 10 月 26 日 ア
クセス）

注 12）安藤和雄 2015「バングラデシュの環境問
題－実践型地域研究－」『改訂版　地域の発
展と産業』（河合明宣　編）放送大学教育振
興会：144-159.

注 13）安藤の直観で発見された事実：
〔1〕インド人化した日本人 Indianized Japanese

キーワード：文化相対化、アジア人共通文化習慣、
時刻拘束外世界

事実：運転手センチョさん、ラッパさんが今回の
スタディー・ティームの朝の出かけ時刻など
の様子を見てのコメント「このグループは日
本人ではなく、インド人だ」

理由：今回の参加者である若い日本人に、私が暮
らしを経験できたバングラデシュ、インド（東
北地方）、ミャンマーなどのアジア人に共通
する時刻や時間に縛られない共通する文化要
素を発見できた。本当にリラックスしていた

「今」をいきていたことを実感できた。
〔2〕山岳道の土砂崩れ Land slide of mountain road
キーワード：山道、モンスーンの雨、高所、ラン

ド・スライド、東ブータン
事実：9月 1日、Jakarから Uraをとおり、トゥム

シン・ラの 3700mの峠を超え、Sengorの村
を過ぎたあたりから、いたるところで小さな
土砂崩れを見るようになる。特に Sengorか
らの大滝の手前の谷筋の土砂崩れは上部に直
径 5m以上の大岩が横木一本でかろうじてと
どまっていた。いつ何時大きな土砂崩れが
あってもおかしくない状況があった。9月 7
日にMongarから Sengorに向かう。Sengorの
手前尾根の斜面が一面崩れていた。その復興
工事で 3時間待たされた。そして Trongsaに
到着する。9月 8日朝、運転手のラッパさん
の話では、9月 8日朝にまた同じ箇所で土砂
崩れがあり、今後 2日間は不通という処置が
とられた。間一髪だった。また、Mongar付近、
Trongsa付近の道路拡張（1車線から 2車線へ）
工事で、道は残土を運ぶトラックの轍が激し
く、どろどろの状況。

理由：開発をささえるインフラ整備の第一は道路
整備である。しかし、山岳地形であるブータ
ン、特に、東ブータンは V字谷で、山は急
峻でモンスーンの雨が多い。したがって、東
ブータンにおける道路インフラの整備と維持
は困難を極める。また、土砂崩れなどで道路
が不通でも根気よく待つブータンの人々忍耐
強さの根源をみた気持ちがした。

〔3〕栽培放棄田の増加 Increasing of Abandoning 
Rice Fields

キーワード：休閑地、栽培放棄地、棚田、東ブー
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タン
事実：Radhi村と Mongarから下った棚田でみた
栽培放棄田。とくに後者では昨年の 9月には
全面的に耕作されていたので、今年から休閑
がはじまった。

理由：Mongarから下った棚田では、今年は休閑
地が新しくかなり広く出現したことが昨年の
写真を比較するだけでも明示できた。

〔4〕GNHのとりあげ方の減少 Decreasing of taking 
up GNH

キーワード：政策転換？ GNH
事実：シェラブツェカレッジの学長との会話の中
で話題となった。また、GNHについては、
RUBの総長も彼の話の中では一言もふれな
かった。

理由：ブータンの GNHについては佐々里に招へ
いしているシェラブツェカレッジの若い教員
や学生たちも GNHについては冷めた意見も
きかれた。恐らく、GNHに関して一時期の
熱は去ったという空気が流れている。

〔5〕糧飯　Mixed Rice
キーワード：カラン・トー（トウモロコシご飯）、
大豆ご飯

事実：Radhiと Bartsamの村で、大豆、大麦、と
うもろこしなどと混ぜ合わせたご飯を食べて
いたことを聞かされた。

理由：ミャンマー、バングラデシュ、インドのア
ルナーチャル州のカメン州、日本などでは雑
穀とのまぜ糧飯が知られている。やはりブー
タンもこうしたアジアの稲作文化に共通して
いる糧飯文化をもっていた。

2．ブータン東部における地方創生

経営管理大学院　西本恵子

1）ブータン訪問の経緯
（1）国際交流科目
　京都大学では古くからブータンとの密接なかか
わりを持っており、健康（Health）、文化（Culture）、
安全（Safety）、生態系（Ecosystem）、相互貢献（Mutual 
contribution）を 5つの柱としたブータン友好プロ
グラムを実施している。この一環として、国際交
流科目「ブータンの農村に学ぶ発展のあり方」と

して平成 27年 8月 30日から 9月 11日にかけて
学生 10名・教員 2名の計 12名がブータン東部を
訪問した。
　タシガン県に立地するシェラブツェ・カレッジ
にて日本の文化について発表を行った他、ブータ
ンの歴史、ディグラム・ナムザ（ブータンの礼）、
踊りの授業を受けた後、5名のシェラブツェ・カ
レッジ学生と共に水田地帯ラディ、リンブ寺を有
するバルツァムにおいて、臨地研修、体験学習を
行った。役場、保健所、寺院、小学校などを訪問
した他、現地の家々を訪ね、村人から話を聞いた。
標高約九百～三千八百メートルまでの範囲を移動
する中で、気候・植生・生業形態のダイナミック
な変化を観察し、ミトゥンに触れ、顕出する獣害
被害の実態を村人から直に聞き、放棄田の実態を
目の当たりにした。地に伝わる女神アマジョモ、
蛇を貪るチャナ・ドルジ像の伝説の話に耳を傾け、
伝統医ドゥンツォの脈診を受けた。特に、臨地研
修・体験学習による共同生活を通じて両国の学生
は交流を深めた（注 14）。

（2）文化人類学的アプローチ
　筆者は経営管理大学院の 10期生（社会人学生）
であり、京都大学のブータン関連プログラムには、
おそらく経営管理大学院からの初めての参加者で
ある。通常、経営学などの論文では、引用文献が
多いほど信頼性が高いとされる。しかし今回は書
籍に拠らず「フィールドにおいて実際に見たこと・
聞いたことだけをもとに考察を深める」という文
化人類学的アプローチにより、ブータンの文化・
経済への理解を深めるよう試みた。これは経営管
理大学院および複数の学科が共同で進めているデ
ザイン学におけるエスノグラフィと共通するアプ
ローチでもある。

2）ブータンの抱える諸問題
（1）首都への人口集中
　9月 9日に訪問した JICAブータン事務所の高
野副所長によると、ブータンでは、2020年には
人口の約 40パーセントが首都ティンプーに集中
するという統計があり、これは日本の東京への人
口一極集中と共通する問題である。特にブータン
東部では各所に放棄田が散見され、問題の深刻さ
を窺わせた。その原因としては、農村地帯での所
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得の低さや、十分な医療が受けられないことがあ
る。さらにブータンでは仏教思想により殺生を行
わないため、農業における害獣被害を食い止める
ことができていないといった事情もある。日本の
成長点モデルに見られるような地方都市の発達が
十分でないこともあり、ブータンでは日本以上に
首都への一極集中が続いているのである。

（2）産業構造
　インドと中国の中間に位置するブータンは、そ
の政治的な背景からインド経済圏に属しており、
農業国でありながら米など主要な農作物の多くを
インドからの輸入に頼っている。工業品に至って
はそのほとんどがインドやネパールからの輸入に
依存しており、商店に並んでいる製品のほとんど
が国外からの輸入品である。これは賃金が近隣国
と比較して高額のため輸入した方が安価であるた
めだが、一方で国家予算の約 25％を ODAに依存
するなど、極めて不安定な経済状況に置かれてい
る。
　こうした状況の中、ブータンでは教育に力を入
れており、今回訪問したシェラブツェ・カレッジ
を含む 13の大学がブータン王立大学の組織に属
している。これはつまり、大学教育の充実により
今後、多くの大卒エリートが排出される一方で、
その雇用の受け皿が国内には十分に確保できない
という問題が生ずることになる。
　今回、ブータン王立大学総長との意見交換の機
会があり、農業に次ぐ次世代産業と卒業生の進路
をどう考えているのか質問したところ、水力発電
や自然資源産業などに期待を寄せているものの、
国内の受け皿は十分ではないとのことだった。

（3）交通インフラ
　さらにブータン東部の抱える深刻な問題とし
て、交通インフラの脆弱さが挙げられる。急峻な
山岳国であるブータンでは鉄道を敷くことができ
ず、たとえばタシガンから首都ティンプーに出る
ためには丸 2日かけて自動車で東西縦貫道を往来
することになる。しかし雨季は頻繁に崖崩れが発
生して、しばしば交通止めとなる。このことは地
方の経済発展を遅らせるとともに、先端医療が受
けられない状況を生み出し、さらに地方政府の役
人が中央政府との調整のためにしばしば長期間に

わたり不在になるなど、地方行政を停滞させる原
因にもなっている。

3）観光産業の可能性
（1）現在の観光産業
　現在、ブータン政府は、ブータンでの旅行に 1
日当たりの公定料金を設けている。この公定料金
には、内国税 US$65、手数料（利権料を含む）、
宿泊費、食事代、ガイド費用、国内移動費用、ト
レッキングツアーのキャンプ設備、運搬代が含ま
れている（注 15）。
　ここから算出される旅行費用は他国と比較する
と極めて高額であり、その結果、ブータンを訪問
する旅行客のほとんどが富裕層もしくはそれに準
ずる層となっている。
　こうした独特の観光政策を設けていることの狙
いとしては、政府の収入源を確保することと、バッ
クパッカーの入国を制限することでネパールのよ
うな風紀の乱れを防ぐことだとされている。また、
こうした外国人の旅行手配の取り扱いは、初期参
入した旅行会社の独占状態となっている。

（2）高い工芸品レベルと機会損失
　実際にブータンを訪れた実感として、ブータン
の人々は非常に優れた美的センスを持っていると
感じる。町並みは整然と整っており、伝統的家屋
は端正で美しい。男性も女性も着道楽であるらし
く、民族衣装のキラ（女性）やゴ（男性）の色合
わせや着こなしを見ることは、ブータン滞在中の
大きな楽しみである。
　私自身は古い銀細工を集めることを趣味として
いるため、女性が両肩でキラを留めるための「コ

表 -1　ブータン旅行の公定料金
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表-1 ブータン旅行の公定料金 
―――――――――――――――――――――――― 
 時期     料金 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
3月〜5月 1人：290ドル   
9月〜11月 2人：280ドル（宿泊時は2人部屋使用）

3人：250ドル（宿泊時は2人部屋使用）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    
1月〜2月 1人：240ドル 
6月〜8月 2人：230ドル（宿泊時は2人部屋使用）

12月 3人：200ドル（宿泊時は2人部屋使用）

―――――――――――――――――――――――― 
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マ」というブローチを探した（写真 1）。すべて
のブータン人女性が使用するもののはずだが、な
かなか市販されていない。富裕層の宿泊するター
ジ・ホテルの売店でも見つからず、最終日によう
やく工芸品店の 2階で、ほこりまみれで値札もつ
いていないものを見つけることができた。
　このことも含めて、実際にブータンを旅行して
感じた違和感のひとつに、現地の人々の生活の中
で使用されている工芸品のレベルが高いにも関わ
らず、土産物のバリエーションが少ないことが挙
げられる。また、ティンプーの売店に並ぶ工芸品
の多くはネパールからの輸入品であると教わっ
た。せっかく多くの富裕層が訪れており、また高
いレベルの工芸技術を持ちながら、なぜそれを積
極的に外貨獲得に活かさないのかと感じる。

（3）フェアトレード
　一方、ブータン東部の農村地帯の過疎化と放棄
田の増加を食い止めるためには、農業と兼業でき
るような副収入源を確保することが有効である。
つまり、ブータンの人々の優れたセンスを活かし
た工芸品の制作・販売が、そのひとつの解となる
のではないだろうか。
　ブータンでは日本の養蚕と異なり、野蚕の抜け
殻を利用することで蚕を殺さずにワイルドシルク
を産出する（写真 2）。
　現在、こうしてネパール製の工芸品が流通して
いる背景としては、農作物と同じく人件費コスト
が安価であることがあり、おそらく工芸品の輸入
を扱うブローカーがその事業収益を独占している
ことが推測される。
　このため、ブータンの農家が副業として制作し
た工芸品が販売され、その適正な収益が農家に還
元されるような、フェアトレードの仕組みを構築
することが有効だと考えられる。さらに、兼業農
家に対して優先買い取りが行われるようなシステ
ムを構築すれば、放棄田の進行は食い止められる
のではないか。

（4）持続可能な援助
　このようなフェアトレードを構築する際、必要
な要素技術としては、観光客、特に富裕層が求め
る製品をアドバイスする目利きの役割と、都市部
や海外への販路の確保がある。

　現状、日本のブータンに対する援助はその総額
が極めて大きいにも関わらず、ざるに水を注ぐよ
うな状況であるように感じる。対してオーストリ
アの援助による博物館運営などを見ると、さほど
費用がかかっていないであろうにも関わらず、訪
問者にはそれがオーストリアの援助によるものだ
ということを強く印象付ける。
　ブータンと非常に似通った文化を持つ国とし
て、日本がこうしたフェアトレードの構築を通じ
てブータンの地方創生に関わっていくことができ
れば、その経験は同様の問題を持つ日本にも応用
できることとなり、また市場原理に基づいた援助
を行うことで、国費の有効な活用にもつながるの
ではないだろうか。

謝辞
　今回の国際交流科目において引率・指導をご担
当くださった安藤先生、坂本先生、ならびに世代
の離れた社会人学生である私を快く受け入れてく
ださった学生のみなさんに、深くお礼を申し上げ
ます。

注）
注 14）“京都大学ブータン友好プログラムホーム
ページ「国際交流科目」”http://www.kyoto-
bhutan.org/ja/news/127_2015-10-02.html

注 15）“ブータン政府観光局ホームページ「旅行
の 手 配 」”http://www.travel-to-bhutan.jp/plan_
your_trip

3．私の世界を広げたもの

薬学部薬学科 5回生　出屋敷綾音

「自分の世界を広げたい」
　5回生となった私が一般教養科目である国際交
流科目を、とりわけブータンに渡航するこの科目
を履修したいと思った最大の理由である。段々と
学年が上がっていく中で、私は自分の世界がより
専門的に、より「狭く」なってしまっているので
はないかと感じていた。渡航を終えた今では、ブー
タンでの 2週間の生活がそんな私の視野を広げて
くれたと確信している。
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　ブータンでは、ありとあらゆるところに未知と
の遭遇があった。標高 4000m級の山々が織り成
す雄大な渓谷美、民族衣装を着た人々がその一部
となって溶け込むブータンの風景、「唐辛子は野
菜である」とする独自の食文化、3時間の通行止
めにも動揺しないブータンの時間の流れ方など、
ブータンで直面したもの・ことの全てが新鮮であ
り、ブータン滞在中は最初から最後まで驚きと感
動の連続だった。これら未知との出会いが、当た
り前だった毎日に対する見方に変化を与えてくれ
た。ただ、私の視点に最も影響を与えたのは、壮
大な景色でも強烈な食文化でもなく、ブータンの
人々の心・人生観であったと感じている。
　ブータンで生活した 2週間の間、私たちの集団
の中には必ずブータン人の姿があった。私たちの
グループ専属のガイドさん・ドライバーさんがお
り、途中の期間にはシェラブツェ大学の大学生た
ちが旅に同行してくれたからである。一日のスケ
ジュールがひとしきり終わって夜を迎えると、自
然とブータンの学生たちやガイドさんたちとの
トークが始まる。昼間の会話と同じように、彼ら
はものすごい量の冗談をいい、嘘なのか本当なの
か判断に苦しむようなおかしくも楽しい話をする
中、時折真剣な話題を織り交ぜてきた。私はこの
時にブータンの人々の人生観と出会った。
　宿となる公民館に到着し、公民館の真ん中でへ
とへとになるまで踊ったある日の夜のことであっ
た。ダンスのほとぼりも覚め、公民館の軒下で涼
みながら数人同士の学生で話していると、一人の
ブータン人学生はこのように言った。

「僕たちは絶対に死ぬ運命にある。だから、みん
なで一緒に踊って、今を楽しく幸せに生きようと
するんだ。」
　年下の男子大学生の言葉だ。まさか同世代の相
手からこんな言葉が飛び出してくるとは思っても
みなかった。この言葉とこの言葉を語った時の彼
の表情が非常に印象的だったので、会話の後、こ
のことを忘れないようにとノートにメモをとって
眠りに就いた。しかし驚いたことに、その翌日に
も翌々日にも、夜の語らいの中で別のブータン人
から同じような言葉を与えられたのだった。
　元気に健康に生活している同世代の人間が「死」
の存在を感じながら、日々を過ごしていることが
何よりも衝撃的だった。そして、彼らが「死」に

ついて語った後には必ず「happiness」や「enjoy」
という言葉が続いたことも印象的であった。「死」
を悲観的に捉えるのではなく生活の中の当たり前
に存在するものとして受け入れており、「死」を
いわば「踏み台」として、今ある人生を精一杯に
楽しもうとする姿が私の目に眩しく輝いて写った
のだった。
　ブータン人のこの人生観は、一体どこからやっ
てくるのだろうか。ブータンの人々とともに過ご
した生活を通して、私なりの視点で考えたことを
述べていきたいと思う。その際、ブータンの男子
学生から与えられた言葉の二点に着目した。一つ
目は「みんなで一緒に」という点、もう一つは「絶
対に死ぬ」という点である。
　私がブータンの人々と行動を共にしてよく感じ
たことは、何かを共有する姿勢が非常に強いとい
うことである。これは「みんなで一緒に」という
点に繋がるものだ。小腹が減ると彼らは決まって
一緒にいる人数分のお菓子を用意し、当たり前の
ように「はい、これ君の分ね」と渡してくれる。
誰かがお菓子の袋を開けると、そのお菓子は輪の
中心に置かれるか順番に回ってくるかのどちらか
で、少なくとも私は、この期間中にブータン人が
自分ひとりで何かを消費する場面には出会わな
かった。また、何か面白いもの・綺麗なものを見
れば目を輝かせながら「見て！」と周りの人を呼
び、「素敵でしょ？」と声をかける。物資だけで
なく、そこにある何かいいもの、いい感情をも共
有しようとしているのだと感じられた。
　あるときブータン人のひとりが仏教における輪
廻転生に関して、「現世で行った良きことが悪し
きことを上回れば私たちは天国に導かれて、来世
は人間に生まれ変わることができる。だから私た
ちはいいことを分け合うんだよ。」と教えてくれ
た。そのときは純粋に、「あぁ、だからいろんな
ものを共有しようとしてくれるんだ。」と思った
が、今は宗教上の考え方だけがそのような行動を
引き起こしているのではないと考えている。なぜ
なら、ひとつひとつの行動を行うのにいちいち来
世の生まれ変わりについて考えているとは思えな
いからだ。おそらく日々の生活の中で、先人たち
によって「共有する」という行為が当たり前に与
えられてきたことで、いいことを共有することの
素晴らしさ・喜びを知り、自然とその姿勢が刷り
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込まれていったのだろう。彼らの行動・生活スタ
イルは仏教をベースとしながら構築されつつも、
仏教には依らない素直な気持ちから周りに対する
優しさが生み出され、喜びや幸せを分け合う姿勢
が生じているのではないだろうか。
　次に「絶対に死ぬ」という視点が何に依るもの
であるのかを考えたい。私は、その一つに仏教の
存在が大きく影響を与えていると考えている。
ブータンに滞在している間、何度もお寺を訪れる
機会があった。その場にいた老若男女、誰を見て
も真剣な面持ちでお祈りを行い、想いを込めなが
ら賽銭を供えていた。寺に入ると、ブータンの学
生たちがお祈りの方法やそこにいらっしゃる
Buddhaについて丁寧に教えてくれた。その間、
彼らはずっと真剣な目をしていた。その表情を見
ると、日本で実感することの難しい「信仰心」と
いうものを強く感じられて仕方がなかった。仏教
には輪廻転生の考えがあり、前世・現世・来世の
姿について因果が信じられている。仏教が人々の
心に常に存在しているとすれば、「生」や「死」
というものとの距離も自然と縮まることは想像に
難くない。
　しかし、「絶対に死ぬ」という考え方が仏教の
みに由来するとは考えていない。なぜなら、私は
ブータンでの生活の中で、実際に「死」との距離
が近いと感じたからである。その理由に大きく 3
点が挙げられる。第一にインフラの状況、第二に
衛生環境、第三に医療体制である。日本ではそう
そうお目にかかれないような土砂崩れがブータン
の道路のいたるところに存在していた。ブータン
の道では対向車と出会った際、道幅スレスレのと
ころですれ違うことも多いが、車の 30cm横は数
百～数千 m下に急な渓流を見ることができる崖
であることもあり、実際にヒヤリとした場面が何
度かあった。また、衛生面については日本との格
段の違いを感じた。基本的に水道水を飲むことは
できないし、その水が目に見えて濁っていること
もある。路上には牛による大きな「落し物」があ
ちこちに存在しており、踏んでしまうこともしば
しばで、そのままの靴で色々なところへ足を運ぶ
ことになる。日頃から免疫力が鍛えられるかもし
れないが、衛生管理をすることで防ぐことのでき
る病気も数多く存在するだろうというのが正直な
感想である。さらに医療に関して言えば、医療の

質について問う前にまず医療が提供される数、す
なわち病院そのものの数が圧倒的に少ないと感じ
た。救急車とすれ違うたびに、この救急車が向か
う先の病院はどこまで行けばあるのだろうかと思
われた。伺った話によると医師や薬も不足してい
るそうで、ある疾患が治癒に至るまで十分な治療
を継続的に受けることは極めて難しいだろうとい
う印象を受けた。このような状況を考えると、若
者がブータンで「死」を感じる頻度が日本での頻
度よりはるかに多くなることは自明であろう。
　では、なぜ日本ではその人生観に出会うことが
なかったのだろうか。前に述べてきたことを踏ま
えると、何かを共有する習慣・死を自覚する場面
が少ないことが理由に挙げられる。時代の流れと
共に個人の存在やプライベート空間が重視される
ようになり、同じ家で生活する家族とでさえ時間・
空間を共有することが少なくなった。一番身近な
人とであっても共有する機会が少なくなれば、何
かを分け合おうとする意識が生まれにくいのはご
く当たり前のことだ。また、日本では若者が死の
危機に瀕することは稀であり、親族などの他人の
死を間近で目にすることも少なくなった。そのよ
うな状況下では、自分の将来が当たり前に存在す
るような錯覚に陥りやすいと考えられる。私の感
覚的な判断になるが、日本人の若者は将来に重き
を置いており、ブータン人の若者は今に重きを置
いているように思われる。日本人はいずれ来るは
ずの将来のために今を過ごすか、いつまでも続く
はずの今をなんとなく過ごすかのいずれかである
傾向が強い一方で、ブータンの若者は、いつ終止
符が打たれるかわからない人生の今というこの一
瞬を生きているように見受けられた。そのような
彼らの姿や言葉から、私は「今」という時間の尊
さについて気づかされ、今この時を生きているこ
とにありがたさを感じた。
　ブータンは国民幸福度を示す GNHで 97％の
人々が幸せだと答えたことで、「幸せの国」とし
て知っている人も少なくないだろう。しかしなが
ら、一般的な日本人の尺度をもってすれば、決し
て「満ち足りた豊かな国」ではない。このことは、
彼らが感じている「幸せ」が誰かから形として与
えられたものではないことを示していると思う。
つまり、彼らは幸せを受け取っているのではなく、
能動的にそれを生み出しているのだ。「死」の存



東ブータンにおける相互啓発実践型地域研究の試み（安藤和雄ほか）

― 52 ―

写真 1　ようやく見つけたコマ（ブローチ）

写真 5　パロ国際空港の国王夫妻の写真

写真 2　野生のヨナグニサン（野蚕）

写真 6　ブータンハイウェイ

写真 3　彼女のこどもたちは全員村を出て行った

写真 7　交通安全と事故の犠牲者の冥福を祈って

写真 4　9月 7日　モンガルからセンガルの山岳道（標
高 3000m近く）で土砂崩れが発生。道路が完
全にふさがれた

13 
 

私自身は古い銀細工を集めることを趣味としているため、女性が両肩でキラを留めるための「コマ」というブローチを探

した（写真１）。すべてのブータン人女性が使用するもののはずだが、なかなか市販されていない。富裕層の宿泊するタージ・

ホテルの売店でも見つからず、最終日にようやく工芸品店の2階で、ほこりまみれで値札もついていないものを見つけるこ

とができた。 

 

 

写真1 ようやく見つけたコマ（ブローチ） 

 

このことも含めて、実際にブータンを旅行して感じた違和感のひとつに、現地の人々の生活の中で使用されている工芸品

のレベルが高いにも関わらず、土産物のバリエーションが少ないことが挙げられる。また、ティンプーの売店に並ぶ工芸品

の多くはネパールからの輸入品であると教わった。せっかく多くの富裕層が訪れており、また高いレベルの工芸技術を持ち

ながら、なぜそれを積極的に外貨獲得に活かさないのかと感じる。 

 

(3) フェアトレード 

一方、ブータン東部の農村地帯の過疎化と放棄田の増加を食い止めるためには、農業と兼業できるような副収入源を確保

することが有効である。つまり、ブータンの人々の優れたセンスを活かした工芸品の制作・販売が、そのひとつの解となる

のではないだろうか。 

 

 

写真2 野生のヨナグニサン（野蚕） 
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の将来が当たり前に存在するような錯覚に陥りやすいと考えられる。私の感覚的な判断になるが、日本人の若者は将来に重

きを置いており、ブータン人の若者は今に重きを置いているように思われる。日本人はいずれ来るはずの将来のために今を

過ごすか、いつまでも続くはずの今をなんとなく過ごすかのいずれかである傾向が強い一方で、ブータンの若者は、いつ終

止符が打たれるかわからない人生の今というこの一瞬を生きているように見受けられた。そのような彼らの姿や言葉から、

私は「今」という時間の尊さについて気づかされ、今この時を生きていることにありがたさを感じた。 

ブータンは国民幸福度を示すGNHで97％の人々が幸せだと答えたことで、「幸せの国」として知っている人も少なくない

だろう。しかしながら、一般的な日本人の尺度をもってすれば、決して「満ち足りた豊かな国」ではない。このことは、彼

らが感じている「幸せ」が誰かから形として与えられたものではないことを示していると思う。つまり、彼らは幸せを受け

取っているのではなく、能動的にそれを生み出しているのだ。「死」の存在により今を生きていることの素晴らしさを知って

いるからこそ、この一瞬を楽しく幸せに過ごそうとする。そして、生み出した幸せをみんなで分かち合っている。私が見た

ブータンはそのような国だった。 

農村部が広がり伝統を感じる家屋が多く存在するブータンも、ほかの国々と同じように急速に都市化が進んでいる。今後

インフラは整備され、医療も必ず発展を遂げていくだろう。かつて日本でもそうであったように、人々は発展の恩恵を受け、

きっともっと現代化した生活が当たり前になっていくのだと思う。しかし、たとえどれほど国の環境が変わったとしても、

幸せを自ら生み出そうとし、それを皆で分かち合おうする考え方、私が感銘を受けたその美しい心だけは、どうか変わらな

いでいてほしいと心から願っている。 

 

4. ブータンという意識と幸せ 

経済学部経済経営学科4年 福嶋千紘 

1) はじめに 

ブータンと聞いて最初に何を思い浮かべるか。私は、2011年のブータン国王夫妻来訪によってメディアで多く取り上げら

れた“幸せの国”や“国民総幸福量(GNH)”が印象深く、私たちの多くが物質的で経済的なものに対して価値を見出す中、精神的

幸福を見出すという価値観の違いを斬新に感じた。その一方で、私には精神的幸福をもたらす具体的な生活などのイメージ

がわかず、ブータンという国は未知であった。そのような中、大学の国際交流プログラムの中にブータンという文字を見つ

けて迷わずこのプログラムの参加を決めた。そして、2015年8月29日～2015年9月11日にかけてブータンに滞在し、東

ブータンの農村の現状を中心にブータンの今を見ることができた。これから、ブータンで印象に残ったことについて考察も

含め述べていきたい。 

2) 過疎の進行 

まず、東に行くにつれ人の数が少なくなり明らかに若者の数が減っていったことが印象的であり、過疎を強く感じた。実 
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写真3 彼女のこどもたちは全員村を出て行った 

 

際にラディ村の農家を訪れた際、家にはおじいさん、おばあさんしかおらず彼らの子どもは全員村を出てしまったという

話をうかがった（写真3）。ラディ村では放棄田も見かけた。一年前までは、管理されていた棚田だったと聞いていたが、私

達が訪れたときにはすでに荒れ放題の放置田となっていた。また、ブータンでは2020年までに人口の4割が首都ティンプ

ーに集中すると予測されており、これはかなりのスピードで過疎が進行しているといえる。荒れ放題の棚田を目にしたこと

で当初抱いていた、過疎とは程遠い昔の日本のような農業国というイメージと実際は異なり、過疎という問題が国の発展レ

ベルは違えど日本と同様に問題になっていることが興味深かった。 

 

3) 開発と自然 

 次にブータンで強く印象に残っていることは、東西の移動の際に雨期の影響で土砂崩れが多発し、道路がふさがれてしま

ったことである。ブータンには東西を結ぶ主要幹線道路は一つしかなく、ひとたび土砂崩れや自然災害が生じれば途端に交

通はストップしてしまう。ただでさえ十分でないインフラの脆弱性を雨期の時期に訪れたからこそ身をもって強く感じた。

その一方で、自然保護を国全体で推奨しているというラディ村の村長の話が頭に残っており、道中でも自然保護の看板を何

度か路上で見かけた。そのことからブータンでは、自然環境に対する意識が高いことを感じた（写真4）。現在のブータンに

は豊かな自然がまだ多く残っている。ただただ自然を手つかずで残すのではなく積極的に自然環境の保全のための管理を進

め、今後急速に進むであろう脆弱なインフラを含めた都市の開発と対立関係ではなく協調できるような環境保全、都市づく

りを進めていくことが理想ではないだろうか。 

 

写真4 9月7日 モンガルからセンガルの山岳道（標高3000m近く）で土砂崩れが発生。道路が完全にふさがれた 

 

4) ブータンという意識 
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最後に、ブータンという国を訪れ最も印象に残ったことといえばブータン人の文化や伝統を大切にする姿、ブータンとい

う国に対する意識である。まず、私はブータンのパロ空港に降り立ったとき、最初に見た空港入り口にあったブータン国王

夫妻の大きな写真を見て驚いたことを覚えている。その日以降も初日から最終日まで、土産屋やレストラン、ホテルまでど

この屋内にも必ずといっていいほど現国王夫妻や国王一家の写真が飾ってあり目にしない日はなかった（写真5）。また、ブ

ータン人に国王夫妻の写真を飾ることに抵抗はないか、と尋ねたら抵抗はなく、国王夫妻に対しても憧れや尊敬の念をいだ

いているというポジティブな答えが返ってきた。文化や伝統という意味では、シェラブッチェ大学の学生を初め、バルサム

の高校生がダンス、歌、楽器演奏を披露してくださる機会があった。それが素晴らしいのはもちろんであるが、それらはス

テージの上だけではなく、ラディ村のコミュニティーホールやバス、トラックで移動中にも突発的に歌やダンスが始まった

りした。同様に、私たちが訪れたラディ村の小学校でも小学生が私達のために伝統的な歌やダンスをその場で披露してくれ

た。彼らの日常の中に伝統的な歌やダンスが存在しており、触れる機会も多い。そして、それを楽しんでいる。しかし、決

してアメリカやアジアのポップカルチャーを知らないわけではないし、伝統的な歌やダンスと同じレベルでポップカルチャ

ーを嗜んでいる様子であった。また、ブータンの大学では卒業試験に際してブータンマナーの試験が必須という話も聞いた。

そこからも伝統を重要視していることが明らかである。 

ブータンという国自体、比較的新しい国であり、様々な民族が暮らす国なのにブータンとしての伝統や意識が強いことに驚

いた。ブータン人の話で、ブータンは中国とインドという大国に挟まれているという話が何回かでてきた。このような地理

的状況もブータンの人々にブータンというアイデンティティを意識させる要因の一つになっているのではないだろうか。 

 

 

 

 

写真5 パロ国際空港の国王夫妻の写真 

 

6) さいごに 
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遠くないと思えた。 

 

5) さいごに  

今回この2週間にわたる国際交流科目に参加するにあたって、基準や枠にはめず、何事も「自由」にさせてくださった安藤

先生・坂本先生に、大変感謝します。このような経験が学生時代にできて、心から幸せに思います。ありがとうございまし

た。 

 

写真6 ブータンハイウェイ 

 

 

写真7 交通安全と事故の犠牲者の冥福を祈って 
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た。 

 

写真6 ブータンハイウェイ 

 

 

写真7 交通安全と事故の犠牲者の冥福を祈って 
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写真 8　一番好きなRadhi の風景

写真 12　カンルンの小学校（アーチェリーの練習）

写真 9　思い出の 1枚

写真 13　カンルンの職業訓練学校

写真 10	 ヒルなどが潜むぬかるんだ道を素足にサン
ダルで登校する逞しい子供たち。

写真 11	 標高 3000m 付近で見かけた青い実をつける
植物
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写真8 一番好きなRadhiの風景 

 

 

  

写真9 思い出の1枚 

 

6. 「ブータンの展望と学生」   

総合人間学部2回生 田中咲妃 

 

1) はじめに 

 以下は、2015年度京都大学国際交流科目「ブータンの農村に学ぶ発展のあり方」への参加により、受講を決意するまで地
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写真9ヒルなどが潜むぬかるんだ道を素足にサンダルで登校する逞しい子供たち。 

 

 

写真10 標高3000m付近で見かけた青い実をつける植物 

 

3) 農村地域の過疎化、首都への人口集中 

 ラディの棚田はとても美しかった。しかし、そこから車で数十分のトクシマンでは耕作放棄地が目立った。現在、ブータ

ンでも日本で耳慣れた「過疎」や都市部への人口集中の問題がかなり問題視されている。人口の25％が首都ティンプーに集

中しており、さらに2020年には推計で40％に達するだろうといわれているという。日本の東京圏(東京、神奈川、埼玉、千
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  写真⒒ カルルンの小学校（アーチュリーの練習）  

 

 

写真12 カルルンの職業訓練学校 

 

6) おわりに 

 約2週間の滞在で、日本や諸外国と同様にブータンも様々な問題に直面していることがわかった。しかし、同時に将来活

躍してくれるであろう頼もしい学生たちにも出会うことができた。現地研修期間はおよそ2週間と短かったが、その間ブー
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写真 14	 9 月 2 日に見学した小学 3年生の英語の授
業で女の子が前で発表している 写真 17	 タシガン・ラディ村　棚田の様子。奥は 15

年前に放棄された放棄田。（2015.9.4）

写真 16　洋服とキラの組合せ

写真 18　モンガル・タシガン間の道路整備（2015.9.1）写真 15　Tシャツとゴの組合せ

写真 19	 ラディ村の棚田風景　急勾配の地に幅の狭
い棚田が広がる。ここでの稲作は全て手作
業で行われる。
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 最後に印象に残ったこととして、ブータンの農業の問題点を取り上げる。9月3日にラディで村長から、なぜ農村から都

市へ人々が離れていくのかという説明をいただいた。ラディ村から都市へと移動していく人々の数は年々増加していた。そ

の原因として、都市での経済発展、農村での土壌悪化・自然災害、獣害などが挙げられた。都市では雇用、教育、医療施設、

交通手段、商品が充実しており、農村よりも生活するのに便利である。そして、ブータンでは殺生が忌避されているため、

農作物に被害を与える鳥獣を殺すことができない。これにより、獣害による農作物への被害を軽減することは難しい。次に、

人々の都市流入の影響として、特に空家・耕作放棄地の増加が深刻な問題である。我々も実際に耕作放棄地を数多く目にし

たが、せっかくの美しい棚田が放置されていて残念だと感じた。ブータンの美しい棚田の景観が保持されてほしいと願うば

かりである。ここで日本と比較したときの相違点は獣害への対応で、日本では獣害が起こればすぐ鳥獣は殺されてしまう。

一方で類似点は農村の過疎化、耕作放棄地の増加である。経済発展の途中段階にあるブータンですでに、現在日本が抱えて

いる問題に直面していることに驚いた。9月9日に JICAのブータン事務所を訪れた際の高野さんのお話によれば、幸せの国

ブータンというのは農業があってこそのものであると言われていた。だが、現在その農業が多くの問題を抱えている。日本・

ブータンの農業を再興させていくためには、農村から都市への人口流入を止め、農村に人々を呼び戻す必要がある。農村か

ら人々がいなくなる原因として、農村には仕事がない、農村に留まることが劣等感につながるという考えがある。これらの

考えを改めさせ、農業に価値はあるのだという教育を、学校で日本・ブータンの若者に施していくべきであろう。そうすれ

ば、両国の農業の未来は見えてくるかもしれない。 

 

写真13 9月2日に見学した小学3年生の英語の授業で女の子が前で発表している 

 

 

 

 

9. 都市化する秘境 

理学部1回生 高浦雄大 
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5) 洋服と民族衣装の融合 

ブータン人が、キラやゴとT シャツなどを合わせて着るのをカジュアルな場でよく目にした。多くの日本人にとって、和

服は普段は使わないものであり、良くも悪くも特別なものである。しかし、ブータンでは職務中やオフィシャルな場では民

族衣装の着用が義務付けられていて、キラやゴは決して遠い存在ではない。このように、ある程度強制をすることは良いの

ではないかと思われる。若者たちも含めて、民族衣装を着るのを嫌がっている人には出会わなかったし、民族衣装を仕立て

るお店も潰れず、生きた伝統文化として残っている。そして、着用を強制して、人々にとって身近なものであり続けた為に、

キラやゴは洋服と緩やかに混じりあったのではないだろうか。キラやゴと洋服を合わせて着る姿は、明治の日本の様子と対

象的だ。制度として定めるなど積極的に伝統文化を守ろうとすることで、初めは強制かもしれないが、結果的には観光客も

地元の人も幸せになる可能性を示していると感じる。 
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写真14 Tシャツとゴの組合せ 
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 http://phajodingmonastery.com/a-monastic-education/ 

注20）平山修一2005『現代ブータンを知るための60章』明石書店：297． 

注21)BRIAN D. DENMAN and SINGYE NAMGYEL (2008) “CONVERGENCE OF MONASTIC AND MODERN EDUCATION IN BHUTAN” 
International Review of Education 54, 487 

注22）本節を執筆するにあたって以下の文献を参照した。 

〔1〕御手洗瑞子2012『ブータン、これでいいのだ』新潮社. 

〔2〕本林靖久、高橋孝郎2013『ブータンで本当の幸せについて考えてみました。「足るを知る」と経済成長は両立するのだ

ろうか？』阪急コミュニケーションズ. 

 

 

11. 東ブータンの放棄田 進む農村の過疎化  

文学部1回生 吉野月華 

 

1) はじめに 

 このレポートは、2015年度京都大学全学共通科目 東ブータンの農村に学ぶ発展のあり方 を受講し、2015年8月30 日

から 9 月 10 日のブータン滞在中に私が学んだこと、見聞きしたことに基づいて作成する。途上国ブータンでは、たくさん

の 

写真16 タシガン・ラディ村 棚田の様子。奥は15年前に放棄された放棄田。(2015.9．4) 

 物事を見て聞いて、多くのことを学んだが、その中で私は農村の過疎化について強い問題意識を持った。私の暮らす日本

でも同じ問題が起こっているためということもある。しかし、日本とブータンではその要因も速度も人々の問題意識も、全

く異なる。同じ問題として扱うのは適切でないように思われる。ブータンの過疎化は深刻であるが、実際に現地を回ってみ

て、その要因には共感できる部分も多々あった。東ブータンの農村の過疎化について、主な要因と、私なりの見解を述べる。 

2) 不十分なインフラ整備 危険な道路 
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写真17 モンガル・タシガン間の道路整備(2015.9.1) 

空港のあるパロから東ブータンの主要都市タシガンまで行くには、東西縦貫道(国道1号線)を通らなければならない。人々

が東西移動をする際には、必ずこの道を使用する。我々もこの道を使用した。道中では、いたるところで道路整備が行われ

ていた。しかし、この道路の舗装はまだまだ不十分であり、崩れている箇所をいくつも目にした。我々の渡航の数週間前か

ら、ブータンでは雨が降り続いていた。それがブータンのもろい地盤にしみこみ、地盤が緩んでいた。それでも道路整備が

続けられていたために、整備しているところが崩れてしまう。崩れ落ちた土砂で道路が塞がれると、ショベルカーでその土

砂をどけて道を開けて、車を通す。我々も何度もその状況に直面した（写真 17）。私自身は、目の前で土砂崩れがおきてい

るという危険な状況にとても驚いたし、恐怖を感じていた。今まで生きてきた中で一番死に近い経験をしている、と感じて

いた。しかし、ブータンの人々にとってはこのような事態は日常茶飯事であり、みんな落ち着いていた。道路があくまで待

たされるのだが、文句を言うような人は誰もいない。不自由な移動、命がけの移動にすっかり慣れてしまっている。 

F 

実際に、この危険な道路で命を落とす人もいる。パロからタシガンへの移動中にたくさんの土砂崩れを目撃し、実際に遭遇

して私が感じたのは、帰りにもこの道を通らなければならないということに対する恐怖であった。ここで私は、ブータンの

人だって自分たちが命がけで移動しているということはわかっている。そのため東ブータンの人々が一度西へ移動すると、

帰りたくなくなるという気持ちがうまれるのではないか、と考えてしまった。東ブータンの人々が西へ移動する要因は色々

あるだろうが、帰ってこなくなってしまう要因の一つとして、この危険な道路状態も考えられるのではないか。 

 

3) 人々の意識  

 ラディ村のコミュニティーホールで寝泊まりした際に、村長が東ブータンの農業に関するプレゼンテーションをしてくだ

さった。その中で、東ブータンでの農業の大変さについて話されていた。村のインフラ整備が進んでいない（写真 18）、進

45 
 

まないことや、獣害の深刻さなどである。私にとって特に印象的だったのは、この深刻な獣害に関する話である。ブータン

には不殺生の文化があり、農業を営む上での害虫・害獣も人々は決して殺さない。そのため害虫・獣害被害が深刻なのであ

る。政府は害獣被害に対して保障をするのだが、それも不十分である。よって農業収益が低くなってしまう。 

 

 

写真18 ラディ村の棚田風景 急勾配の地に幅の狭い棚田が広がる。ここでの稲作は全て手作業で行われる。 

 

 また、もう一つ人々の意識の問題として、高い教育を受けた人々が、農業に従事することを恥じる傾向がある、というこ

とが挙げられる。農業は、誰でもなれる職業だから、ということが主な理由らしい。人々の間にこの意識が広がっていると、

教育制度が整うにつれて、どんどん農業従事者が少なくなってしまう。この意識が広がっていくと、教育を受けていないも

のでも農業という職に就くことを恥じるようになる可能性がある。東ブータンでは、農業以外の職業はとても少ないため、

農業以外の仕事に就きたい若者は地元を離れてしまう。実際にシェラブツェ大学の学生には、農業従事を希望する生徒は少

なかった。 

 しかしブータンは地理的に不便である上面積も小さく人口も少なく、発展途上であり産業が十分に発達していない。産業

規模がとても小さいため、都市に出て行っても仕事がないのが現状である。農村の過疎化だけでなく、それに伴う都市の過

密、失業者の増加や治安悪化なども問題となっている。 

 

4) 終わりに 

 上で挙げたように、東ブータンの農村の過疎化には様々な要因があり、共感できるものもある。しかし、体裁を保つため

だけのために村を捨てるよりも、村に残って農業をしたほうが結果的に大きな収入となることもあるし、何より農業をする

ことは羽束師伊ことではないということを若者に理解させなければならない。この問題の解決には、人々の意識改革が必要

である。そこで教育が大きな役割を果たすのではないか。 
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在により今を生きていることの素晴らしさを知っ
ているからこそ、この一瞬を楽しく幸せに過ごそ
うとする。そして、生み出した幸せをみんなで分
かち合っている。私が見たブータンはそのような
国だった。
　農村部が広がり伝統を感じる家屋が多く存在す
るブータンも、ほかの国々と同じように急速に都
市化が進んでいる。今後インフラは整備され、医
療も必ず発展を遂げていくだろう。かつて日本で
もそうであったように、人々は発展の恩恵を受け、
きっともっと現代化した生活が当たり前になって
いくのだと思う。しかし、たとえどれほど国の環
境が変わったとしても、幸せを自ら生み出そうと
し、それを皆で分かち合おうする考え方、私が感
銘を受けたその美しい心だけは、どうか変わらな
いでいてほしいと心から願っている。

4．ブータンという意識と幸せ

経済学部経済経営学科 4年　福嶋千紘

1）はじめに
　ブータンと聞いて最初に何を思い浮かべるか。
私は、2011年のブータン国王夫妻来訪によって
メディアで多く取り上げられた“幸せの国”や“国
民総幸福量（GNH）”が印象深く、私たちの多く
が物質的で経済的なものに対して価値を見出す
中、精神的幸福を見出すという価値観の違いを斬
新に感じた。その一方で、私には精神的幸福をも
たらす具体的な生活などのイメージがわかず、
ブータンという国は未知であった。そのような中、
大学の国際交流プログラムの中にブータンという
文字を見つけて迷わずこのプログラムの参加を決
めた。そして、2015年 8月 29日～ 2015年 9月
11日にかけてブータンに滞在し、東ブータンの
農村の現状を中心にブータンの今を見ることがで
きた。これから、ブータンで印象に残ったことに
ついて考察も含め述べていきたい。

2）過疎の進行
　まず、東に行くにつれ人の数が少なくなり明ら
かに若者の数が減っていったことが印象的であ
り、過疎を強く感じた。実際にラディ村の農家を
訪れた際、家にはおじいさん、おばあさんしかお

らず彼らの子どもは全員村を出てしまったという
話をうかがった（写真 3）。ラディ村では放棄田
も見かけた。一年前までは、管理されていた棚田
だったと聞いていたが、私達が訪れたときにはす
でに荒れ放題の放置田となっていた。また、ブー
タンでは 2020年までに人口の 4割が首都ティン
プーに集中すると予測されており、これはかなり
のスピードで過疎が進行しているといえる。荒れ
放題の棚田を目にしたことで当初抱いていた、過
疎とは程遠い昔の日本のような農業国というイ
メージと実際は異なり、過疎という問題が国の発
展レベルは違えど日本と同様に問題になっている
ことが興味深かった。

3）開発と自然
　次にブータンで強く印象に残っていることは、
東西の移動の際に雨期の影響で土砂崩れが多発
し、道路がふさがれてしまったことである。ブー
タンには東西を結ぶ主要幹線道路は一つしかな
く、ひとたび土砂崩れや自然災害が生じれば途端
に交通はストップしてしまう。ただでさえ十分で
ないインフラの脆弱性を雨期の時期に訪れたから
こそ身をもって強く感じた（写真 4）。その一方で、
自然保護を国全体で推奨しているというラディ村
の村長の話が頭に残っており、道中でも自然保護
の看板を何度か路上で見かけた。そのことから
ブータンでは、自然環境に対する意識が高いこと
を感じた。現在のブータンには豊かな自然がまだ
多く残っている。ただただ自然を手つかずで残す
のではなく積極的に自然環境の保全のための管理
を進め、今後急速に進むであろう脆弱なインフラ
を含めた都市の開発と対立関係ではなく協調でき
るような環境保全、都市づくりを進めていくこと
が理想ではないだろうか。

4）ブータンという意識
　最後に、ブータンという国を訪れ最も印象に
残ったことといえばブータン人の文化や伝統を大
切にする姿、ブータンという国に対する意識であ
る。まず、私はブータンのパロ空港に降り立った
とき、最初に見た空港入り口にあったブータン国
王夫妻の大きな写真を見て驚いたことを覚えてい
る。その日以降も初日から最終日まで、土産屋や
レストラン、ホテルまでどこの屋内にも必ずと
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いっていいほど現国王夫妻や国王一家の写真が
飾ってあり目にしない日はなかった（写真 5）。
また、ブータン人に国王夫妻の写真を飾ることに
抵抗はないか、と尋ねたら抵抗はなく、国王夫妻
に対しても憧れや尊敬の念をいだいているという
ポジティブな答えが返ってきた。文化や伝統とい
う意味では、シェラブッチェ大学の学生を初め、
バルサムの高校生がダンス、歌、楽器演奏を披露
してくださる機会があった。それが素晴らしいの
はもちろんであるが、それらはステージの上だけ
ではなく、ラディ村のコミュニティーホールやバ
ス、トラックで移動中にも突発的に歌やダンスが
始まったりした。同様に、私たちが訪れたラディ
村の小学校でも小学生が私達のために伝統的な歌
やダンスをその場で披露してくれた。彼らの日常
の中に伝統的な歌やダンスが存在しており、触れ
る機会も多い。そして、それを楽しんでいる。し
かし、決してアメリカやアジアのポップカル
チャーを知らないわけではないし、伝統的な歌や
ダンスと同じレベルでポップカルチャーを嗜んで
いる様子であった。また、ブータンの大学では卒
業試験に際してブータンマナーの試験が必須とい
う話も聞いた。そこからも伝統を重要視している
ことが明らかである。
　ブータンという国自体、比較的新しい国であり、
様々な民族が暮らす国なのにブータンとしての伝
統や意識が強いことに驚いた。ブータン人の話で、
ブータンは中国とインドという大国に挟まれてい
るという話が何回かでてきた。このような地理的
状況もブータンの人々にブータンというアイデン
ティティを意識させる要因の一つになっているの
ではないだろうか。

5）さいごに
　今回の滞在では実際に、ブータンの人々と交流
することを通して表面的な面だけではなくその内
側にも少しは触れることができた。また、病院や
学校といった日常も垣間見ることができ、とても
有意義な滞在であった。その中で、改めて重要な
キーワードであるブータンの“幸せ”を考えてみ
ると、渡航前とはその印象が私の中で少し変わっ
ていた。ブータンではすべてが充足しているわけ
ではなく、今は発展の過程の中で変化している。
これは、決して物質面の話だけではなく精神面で

も同じであり、話をすれば同じような悩みを抱え
ていることも多々あった。ただ、そこで感じた大
きな違いはメンタリティーの部分である。往々に
してブータンの人々は“肯定的”であったように
感じた。そして、その源泉というのが今という一
瞬を大事にする生き方である。今を楽しく生きる
という考えの積み重ねが、ブータンが“幸せ”と
いわれる所以なのだと今回の滞在を通じて感じる
ことができた。

5．ブータンで学んだ「幸せ＝平和」

農学部食料・環境経済学科 3回生　犬飼亜実

1）はじめに
　初めてブータンへ行って感じたことは、空が広
いということ、見渡す限り一面が山であるという
こと、まだまだインフラ整備と衛生環境が不十分
であるということ、人がやさしいということ。そ
してそこで気がついたことは、ここへ来てからス
トレスフリーになれたということ、そもそも“不
十分”とは何なのかということ、人からやさしく
されると自分もやさしくなれるということ、環境
と教育と人柄の大切さ、だった。わたしは大学に
入学するときに自分で 1つ決めたことがある。も
ともと国際協力に興味があったので、大学生のう
ちにできる限り多くの国へ行き、たくさんの異国
文化に触れ、たくさんの人と話し、自分なりの国
際協力とは何か、将来自分にできることは何か、
わたしたちが感じる本当の幸せとは何か、を見つ
けること、そして自分を見つめなおし、自分を知
るということ、である。大学に入学してから今ま
で、合計 17か国を訪れたが、このブータンの渡
航が自分に 1番大きな影響を与えた旅となったよ
うに思う。

2）環境
　ブータンはヒマラヤ山脈南面の、周りを中国と
インドに囲まれた九州くらいの大きさの国であ
る。8/29（日）ブータン西部に位置する Paro空港
に降り立った時、もはや標高は2,235m。これがブー
タン唯一の（国際）空港？と驚きながら歩いたこ
とを覚えている。空港の建物はブータンの伝統あ
る造りをしており、その隣には大きな国王夫妻の
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看板が出迎えてくれた（写真 5）。そこから首都
の Thimphuまで向かう道のりも両側はずっと一面
山々で、山に沿ってクネクネと続く 1本道が「ブー
タンハイウェイ」と呼ばれていることに感動した

（写真 6）。8月 31日（月）～ 9月 1日（火）の 2
日間にわたる東部への移動は予想をはるかに超え
るものだった。JICAの人いわく、ブータンにお
いて南北にのびる道路は全部で 4本、東西にのび
る道路はたったの 1本ということで、西から東へ
の道中、危険な箇所を通りかかるたびにビクビク
しながら叫び、日本では考えられないデンジャラ
ス体験にみんなで笑った。一方で、そんな道路の
近くには決まってたくさんの旗などが立てられて
おり、ブータン特有の宗教観を感じることができ
た。それらは事故に対する注意と交通安全の願い
と事故で亡くなった人々への冥福を祈ったもので
あった（写真7）。今回は天候にあまり恵まれなかっ
たこともあり、途中何度か土砂崩れや工事現場に
遭遇し、数時間足止めをくらうこともあった（写
真 4）。しかしブータン人にとって、こんなこと
はもう慣れっこで、さほど驚きもしていなかった。
待っている間外へ出て、同じように足止めをく
らったドライバーと話したり、持っていたボール
でサッカーしたり、バレーしたり、楽しんでいる
ようにも見えた。これが日本だったら、まちがい
なく日本人はイライラするだろうなとふと思って
しまった。分刻みの決められたスケジュールに追
われないという心地よさを知った。9/3（木）～ 6

（日）の 3泊 4日間は、Sherubtse Collegeの学生た
ち 5人と共同生活をした。そのとき訪れた Radhi
の景色をわたしは生涯忘れられない（写真 8）。
昔からあんなに虫が苦手なのに、そんなことなど
気にならないくらいの充実した日々であった。日
本の町にずっと住んでいると、「こんなところが
まだ世界にはあったんだ……」と思ってしまうく
らいの大自然で、ずっと続く棚田と三角形に村が
並ぶ山々と自由に過ごす牛たちがそこにはあっ
た。ごく当たり前にその大自然の中を、牛の目の
前を横切り、制服の Kiraや Ghoにサンダルで通
学する子どもたち。その田園風景によく合うブー
タンの家屋。農家の人がカゴを背負って歩いてい
く。弥生時代にでもタイムスリップしたかのよう
であった。自然と、この景観を守っていかないと
いけない気がした。一方で、耕作放棄地が所々目

立ち、人々の離農と農村の過疎化・高齢化、首都
への人口集中が、もう問題になってきているのだ
と実感した。学生たちとの別れの後、さみしさで
帰り道の記憶はうろ覚えであるが、西部へ向かう
道中、首都に近づくにつれて少しずつ都会になっ
ていく風景に、わたしの中でブータンの魅力はだ
んだん薄れていき、田園風景広がる東部が恋しく
てしかたなかった。今まで海外へ行くと、1週間
もすればとりあえず一度日本へ帰りたくなるのだ
が、今回は全くそれがなかった。むしろ帰国の瞬
間が近づくにつれて、帰りたくない、東部へもう
一度戻りたい、という気持ちでいっぱいになって
いった。そこでふと思う。ブータンの経済発展が
進行し、外国の物資が大量に国内に入り、インフ
ラ整備が完全に整い、道はコンクリートに覆われ、
この風景・自然・環境が大きく変わってしまった
ら、今わたしが感じているこの魅力はどうなるの
だろう。どこまで発展すれば“十分”になるのだ
ろう。以前ラオスへ行った時、10年間住んでい
るという日本人がこう言っていた。「ラオスはね、
10年前は今よりも治安がよくて、人も皆やさし
かった。でもこの 10年でラオスは大きく変わっ
た。人やモノの移動が盛んになり、生活水準が向
上した一方で、ガツガツした人間が増えた。犯罪
も昔に比べてかなり多くなっている。」と。カネ
やモノが増えると、ココロは荒んでしまうのだろ
うか。いつも途上国の発展において考える時、自
分の中で毎回答えが出ない問題にブータンでもま
たぶつかった。ブータンの未来を「幸福の国ブー
タン」として守っていくことの大変さと重要さを
考えさせられた。

3）人柄
　そんな 2週間の旅の中で、わたしが 1番印象に
残っているのは、ブータン人の人柄である。日本
人は初めましての人と出会うとき、多かれ少なか
れ人見知りをする。東南アジアへ行った時、タイ
やベトナムの人のフレンドリーさに驚いた。それ
はホンネとタテマエのタテマエに近いもので、タ
テマエとしてのフレンドリーさに感じられた。一
方ブータンの人たちは、初めは日本人と同じよう
に人見知りのような距離の取り方をしていたが、
その根本にある相手の見方が日本人とは違うよう
に感じた。共同生活 1日目の終わり頃、わたしは
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ブータンの学生たちとうちとけた。対日本人では
今までなかった感覚であった。ブータンの人はよ
く冗談を言ってくる。人と話すことを好む。なん
でも分け合う。伝統文化を大事にしている。よく
食べ、よく笑う。親しい友達をブラザー・シスター
と呼ぶ。人と人との距離が近い。惚れやすく、恋
に落ちやすい。“Love you”を“See you”のよう
な感覚で使う。人と関わることを好む。わたしの
考えであるが、これはブータン人が初対面の相手
に対して、まず相手を肯定的にとらえ、相手に対
して興味・関心を持っているからではないかと思
う。道端を歩く小学生にバスから手を振ってみる
と、ちょっぴり照れた感じでみんな振り返してく
れた。訪れた小学校の子どもたちもわたしが教室
に顔を出すと、1年生はきゃーきゃー騒ぎながら
中に呼んでくれた。けれど、特に向こうから話し
かけてくるわけでもなく、興味津々な様子でじっ
とこっちを見つめながら楽しそうに様子をうか
がっていた。彼らの教室では、大きな机を 4 ～ 5
人が一緒に使っていたことが新鮮であった。5年
生は静かに座っていたが、こちらをじっと見つめ、
何か質問をすると照れくさそうにしながら答えて
くれた。帰り際に 6年生から「ノートに名前を書
いて！」とノートを渡され、びっくりした。一方
で、今の日本人はどうだろうか。人と人との距離
が少し遠すぎはしないか。帰国して人の恋しさに
気がついた。友人でも写真を撮るときのあの距離
感。少し手が触れてしまったときのあの気まずさ。
日本人の国民性を否定しているわけではない。わ
たしは、日本人は親切で真面目でとてもいい人た
ちだということを知っている。けれど、集団社会
から離れ、個人社会になりすぎているように思う。
他人との関りを避ける傾向が強まってきていると
思う。電車に乗ると皆一様にスマートフォンの画
面に向かい、誰とも目が合わない。初対面の相手
に対して、相手をさぐりながらタテマエで話す。
知らない人に二コリとはしない。家の中にこもっ
て 1人でゲームに没頭する。ネット上では饒舌に
語れるのに、対面ではコミュニケーションがうま
くとれない。ちょっとさみしすぎはしないかと感
じた。ブータンでは国王以外は苗字を持たない。
それは Family Nameを持つことで家という囲いが
でき、自分の家と他の家とで争いが起こるのを防
ぐためだと聞いた。彼らは「個人」であるが、「集

団」で生きているように見えた。ある日、農家を
訪れた際、道端にいた牛を見てわたしが、“Beef!”
と冗談を言ったのを、ブータンの学生に指摘され
た。彼はわたしの手の甲をちょっとつまんでから、
こう言った。「僕たちはベジタリアンなんだ。あみ、
今つままれて痛かったろう？牛たちが人間の食用
として殺されるとき、この何倍の痛みを味わって
いるか想像できるかい？僕には生き物を殺すこと
なんかできない。どんなに小さな虫でもね。」そ
れを聞いて、欧米のベジタリアンなどの多くは、
自分の健康のために動物性のものを食べないが、
彼らは根本から見方が違うことに気がついた。ま
た、ブータンの男子学生が、誰に対しても“I like 
you”、“You are so beautiful”と言っているのを日
本人はどう思うだろうか。日本人はそんな簡単に
人を好きにはなれない。一見、軽くてチャラいや
つにしか見えないが、“きらい”と言われるより“す
き”と言われる方が、何事もよくなるとは思えな
いだろうか。例えば、道を歩いているときに、不
注意な人がぶつかってきたとする。その日の自分
の気分もあるが、一瞬イラッとしてしまう。けれ
ど、ぶつかってきた相手が心から何度も謝ってき
たら、そんな気持ちも消えるだろう。そこでもし、
相手がチッと舌打ちをして捨て台詞をはいていた
ら、自分の中で嫌な気持ちが消えなかっただろう。
かける言葉 1つで相手の気持ちは変えることがで
きる。わたしの目にはブータンの学生らがとても
すてきに映った（写真 9）。

4）おわりに
　何がその国の国民性を作るかというと、環境と
教育であると思う。未開の大自然が残るブータン
と、物であふれかえる日本では環境が違いすぎる。
けれど、一緒に過ごした時間はたくさん共感でき
ることがあった。所属学科のある教授が「愛は武
器だ」と言っていた。わたしはブータンの武器は
GNHだと思う。わたしの目指す国際協力は途上
国を先進国にするのではなく、1人でも多くの人
を幸せにすることだと気がついた。学生たちとの
別れの時流した涙は、ブータンの学生の中で初め
て味わったあたたかい感覚に別れを告げることの
さみしさからだったのではないかと思う。再び
ブータンを訪れる日はそう遠くないと思えた。
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5）さいごに
　今回この 2週間にわたる国際交流科目に参加す
るにあたって、基準や枠にはめず、何事も「自由」
にさせてくださった安藤先生・坂本先生に、大変
感謝します。このような経験が学生時代にできて、
心から幸せに思います。ありがとうございました。

6．「ブータンの展望と学生」

総合人間学部 2回生　田中咲妃

1）はじめに
　以下は、2015年度京都大学国際交流科目「ブー
タンの農村に学ぶ発展のあり方」への参加により、
受講を決意するまで地図上でのブータンの位置す
ら知らなかった私が、現地で様々な人々に出会い、
生活を垣間見て、感じたことや考えたことをまと
めたものである。
　西ブータンから入国し、片道 2日間のバス移動
を経て東ブータンを訪問するという今回の研修
は、各地域の文化の違いや景色の美しさを楽しむ
ことができたばかりでなく、一方では舗装されて
いない道路を長時間移動するために体力を、また
度々の土砂崩れによる足止めで気力を奪われるこ
とを体験する良い機会であった。加えて、風呂場
やトイレの整備、学校数や医療機関の設備など、
都市部から農村地域へ進むほど生活水準が低下し
ていくことを実感した。
　約 2週間の滞在で、ブータンが様々な問題に直
面していることがわかった。特に地方の過疎化問
題が深刻なようだ。しかし同時に交流を通して、
ブータンには、特に将来を担うブータンの学生た
ちには、問題に立ち向かっていけるだけの素養が
あるように思えた。

2）自然環境保護と災害対策
　ブータンで目にした棚田や雲海の絶景は忘れる
ことができない。豊かな緑の中を野犬や牛が自由
に闊歩している景色、そしてその横をすり抜ける
ようにして道を行く車や通学中の子供たちが作り
出す光景は日本では見慣れないため少し戸惑った

（写真 10）。目新しいものは植物にも多くあった。
標高およそ 3000mの地点で見かけた青い実をつ
けた植物は、ブータンの固有種であり、実はグレー

プのような味がするのだと現地の女性ガイドに教
えてもらった（写真 11）。一方道端では、ブータ
ン全土にわたって道端には坂本さんによればとて
も勢力のある外来種だという植物が確認できた。
現在は豊かな自然を誇っているブータンだが、今
後は固有種と外来種の関係性の展開や国が発展し
ていくうえで如何にして自然環境を保護していく
かといった問題が今まで以上に迫ってくるだろ
う。現在、法律で森林確保のために焼畑が禁止さ
れているというが、こういった規制が実情どれだ
け守られているのか、それらは本当に有意義なも
のなのかを慎重に見極めながら進めていくことが
求められるだろう。
　今年はブータン隣国のネパールで大地震があっ
た。ブータンも地震被害に遇い得る位置にある。
しかし、見かける家屋は上の階層ほど大きさが増
すという極めて地震発生時においては非常に危険
な構造をしていた。特徴ある景観は確かに美し
かったが、万一の際に人命を失わない為には、こ
れからきちんと伝統家屋の維持と耐震の妥協点を
探っていく必要があるだろう。また、昨今地球温
暖化の影響で氷河湖の決壊が危ぶまれている。こ
の対策も急を要している。

3）農村地域の過疎化、首都への人口集中
　ラディの棚田はとても美しかった。しかし、そ
こから車で数十分のトクシマンでは耕作放棄地が
目立った。現在、ブータンでも日本で耳慣れた「過
疎」や都市部への人口集中の問題がかなり問題視
されている。人口の 25％が首都ティンプーに集
中しており、さらに 2020年には推計で 40％に達
するだろうといわれているという。日本の東京圏

（東京、神奈川、埼玉、千葉の 1都 3県）への人
口集中率は、2010年の国勢調査によると 27.8％
であるから（注 16）、40％とは途方もない値であるこ
とがわかる。しかし、JICAブータン支所の高野
翔さんから伺った話によれば、1950年代以降の
高度経済成長期を通して都市部への大規模な人口
流出が起こり地方の過疎化が始まった日本の状況
に比べ、ティンプーには増えゆく労働人口を十分
に吸収出来るだけの雇用がないという。このまま
では都市部で失業問題、住環境問題が深刻化しそ
うだ。
　都市部への人口流出が進む理由はいくつか考え
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られる。まず、道路環境の悪さが挙げられる。農
村地域では道の整備が進んでおらず、人や物資の
運搬は困難だ。生活は都市部と比べて不便である。
移動でタイヤの大きなトラックを使用したことも
あったが、それでもタイヤがはまり、途中から徒
歩へ切り替えた。暮らしの不便は農村地域から人
が離れる原因の一つである。加えて、国を横断す
る唯一の道路は、土砂災害によってとても危険な
道となっており、一度西の都市部へ移動した人々
をその場に固定してしまう。
　ティンプーやタシガン、ラディでは医療機関を
訪問した。ラディで訪問したのは BHU（Basic 
Health Unit）と呼ばれる保健所のようなところで
あった。地方ではまず BHUにかかり、そこで対
処できなければ都市部のより大きな病院へと搬送
される。坂本さんによれば搬送途中で亡くなる方
も多いという。万一のときを考えれば、病院施設
の整った大きな町へ住みたい、より安全な町に家
族を住まわせたいと考える人々も当然いるであろ
う。これも地方から都市部への人口流出の原因と
なっている。
　ブータンでは、獣害によって農業が大きな被害
を被っているという。交流したブータン人皆は殺
生に対してかなり強い抵抗を示し、私たちにも生
き物を傷つけないよう諭してきた。ブータンでは
人々が殺生を嫌うあまり獣害対策も困難なのであ
る。農業自体の不安定さに加えて獣害なども深刻
であることから、農業はお金にならないという理
由で若い世代から嫌われる傾向にあるという。
人々の離農も、職を求めて都市部へ人口が流出す
る原因となる。
　離農については、人々の間に農業は勉学ができ
なかった人がやるものだという意識、農業従事に
対する劣等感が存在することも大きく影響してい
るようだ。都市部へ教育を受けに出て行った人々
が学校をドロップアウトした場合、その大半が地
方の故郷に帰ることを恥じ、たとえ職がなくとも
都市部に留まるという。
　以上が主に農村地域の過疎化と都市部への人口
集中を促進している。約 2週間の滞在を通して見
聞きした問題の中で、特にこの問題については農
業補助や地方開発、そして意識改革など早急に手
を打たなければ日本の過疎問題よりも深刻で回復
が難しい状況に陥ってしまうのではないかと大き

な不安を覚えた。

4）ブータンが抱えるその他諸問題
　インフラ整備が進んでいないこと自体も問題の
一つではあるが、その労働力がインド人労働者に
よって賄われているという事実も今後問題となっ
てくるのではないかと思う。JICAの高野さんに
よれば、土木・土地整備など以前は地域の人々で
協力して行っていた作業も国が発展していく中で
放棄される傾向が出てきたという。実際、移動途
中みかけた道路整備では作業員の大半がインド人
であった。
　タシガンホスピタルの訪問で、糖尿病をはじめ
とする生活習慣病を専門にみる診察室が設けられ
ていることには驚いた。以前は感染性の病気が一
番診療件数としては多かったが、次第に非感染性
の生活習慣病を患う人々が増えてきており、その
対策予防が急がれている。
　食料自給率についても、3日間一緒に活動した
ブータン王立大学 Sherubtse Collegeの学生の話に
よれば、ブータンは特に穀物自給率が低く、お米
はインド産のものが安価で美味しいと人気が高く
自給率が思うように回復せず困っているという。
　最後に、これは問題にはなり得ないことかもし
れないが、最近ブータンではベジタリアン人口が
増加傾向にあるという。交流した Sherubtse 
Collegeの学生のうち数名はベジタリアンだった。
彼らは目の前で私たちが肉料理を食べている様子
をどのような気持ちで見つめていたのだろうか。
そして普段、友人でも肉料理を平気で食べる人が
いるなかでどのような思いで生活しているのだろ
うか。ベジタリアンとそうでない者が併存する社
会で、争いが起こることはこれまでなかったのだ
ろうか。今後も何事もなく平穏に社会は回ってい
くのだろうか。

5）ブータンの学生たち
　この研修では、ブータン王立大学 Sherubtse 
Collegeを訪問して学生たちと交流したことに加
え、二つの小学校や障碍者向け職業訓練学校など
も訪問した。小学校訪問では、英語で理科や社会
科などの授業を受け、既に英語を道具として使い
こなしている子供たちに圧倒された。また、クラ
ブ活動では先生たちとともに国技アーチェリーや
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伝統舞踊などに積極的に取り組んでいる様子が見
られた（写真 12）。教育水準の高さのみならず、
教育の一環として伝統がしっかりと組み込まれて
いることに感服するばかりであった。職業訓練学
校では、機織りや絵付けの練習を繰り返し行う生
徒たちの作業風景を見せてもらった（写真 13）。
今回の訪問はとても短時間のものであったため
に、実際私たちが見た現場は表面的なものに過ぎ
なかったのかもしれないが、人々が耳が聞こえな
い、言葉が話せないなどのハンデキャップを越え
た自立を見据えることができる環境も既に整えら
れていることには感動した。
　Sherubtse College訪問では、歓迎の催し物とし
て学生たちにより歌や踊りが披露された。この歓
迎会のみならず、我々の受け入れは学生たちが主
導して行ってくれたという。歓迎会の翌日にはあ
る村の教育機関を訪問させてもらったが、これも
ある学生が手配してくれたことで実現したもの
だったそうだ。また、私が日本の現状と将来につ
いて、とても不安なことが多いという話をしたと
き、Sherubtse Collegeの学生は「それなら今君が
社会を変えていけばいいのさ。」と言った。彼ら
には、若い世代、すなわち自分たち一人一人が動
き、社会を変えていくものだという意識があるよ
うだ。彼らのような頼もしい学生がいるブータン
を羨ましく思い、自分の中に何となくあった「若
いうちは上の言いなり」という意識を恥じたのを
覚えている。ブータンの大学では学生たちが主導
する場面が多々あるらしく、こうして育まれた自
主性が、ブータンの未来を明るくしていってくれ
るように思う。
　ブータンの東大といわれるブータン王立大学
Sherubtse Collegeに関しては、首都ティンプーか
ら車で 2日間かかる東ブータンに位置しているこ
とそのものが今後ブータン社会に貢献するかもし
れない。これから首都に人口が集中していく中で、
都市での暮らししか知らない子供たちが増えてい
くと予想される。そうなったときブータン社会が
どうなってしまうのかと JICAの高野翔さんが不
安を吐露されていた。しかし、大学進学のために
東ブータンへ行き、農村の暮らしぶりを見て問題
意識や改善意識を持ち、将来行政などを担って
いってくれる子供たちがいると考えれば、明るい
未来が見えてくるだろう。今回交流した学生の中

にもティンプー出身者がいたが、彼らが地方の現
状を見るきっかけを Sherubtse Collegeは提供して
くれるのだ。

6）おわりに
　約 2週間の滞在で、日本や諸外国と同様にブー
タンも様々な問題に直面していることがわかっ
た。しかし、同時に将来活躍してくれるであろう
頼もしい学生たちにも出会うことができた。現地
研修期間はおよそ 2週間と短かったが、その間
ブータンの現状を目にしながら日本についても思
いを馳せる場面が多々あった。このような好機を
得たことに心から感謝している。農家訪問をはじ
め、訪ねた先では菓子類やお茶・アラとともに温
かいもてなしを受けた。病院や役場の訪問時には
どのような要望にも気軽に応えていただき、本当
に沢山のことを学ぶことができた。どの場面でも、
快く受け入れてもらい、何でも自由に質問させて
いただけた環境が印象深かった。ブータンで関
わった全ての方々、安藤さん、坂本さん、そして
今回共に初めてのブータンを経験し感動を共有し
た参加学生の皆さんに、今一度感謝の意を評した
い。

注）
注 16）内閣府『地域の経済 2011』補論⒈「戦後
の首都圏人口の推移」より http://www5.cao.
go.jp/j-j/cr/cr11/chr11040101.html（Accessed on 
Sep.20th, 2015）

7．霧の向こう側で得たもの

総合人間学部 2回生　新川広樹

1）道
　この約 12日間の旅の中で最も時間を費やした
のは移動であった。往復約丸 4日、日本ではまず
考えられない移動時間である。そしてその時間の
中で私は非常に多くの物事を観察できた。草花の
種類や木々の生え方の地域的変化、天候や雲の高
度による違いをはじめとして、山と田畑の位置関
係、インド系労働者の住環境、人々の顔立ちなど
幅広いことを自分の目で確認できたことは非常に
興味深い収穫である。そしてまた、9月 7日のトゥ
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ムシン・ラ付近の土砂崩れによる通行止めの際に
は、地域住民の木材の運び出しや運転手たちの協
力関係、工事の待ち時間の過ごし方などから彼ら
の生活の中の精神性などが垣間見えたように思
う。
　しかしながら、この移動時間こそがブータンの
東西格差を生み出しているのも事実である。非常
に主観的ではあるが、タシガンからの帰路、西に
向かうにつれて街の規模や商業施設が増加し、道
路の質も向上していく気がした。そしてまたホテ
ルや食事処の質も西部の方が外国人に適している
ように感じられた。これらのことは外国人旅行者
の入りやすさにも影響を与え、旅行者は将来的に
も西部にばかり集中するだろうと思われる。この
先インドやヨーロッパからの援助金から独立する
につれて、ブータンでは外国人旅行客からの外貨
獲得が重要になってくる。その時、外貨を求めて
西部の観光地域へ流入する農民は増える一方にな
るだろう。そしてその農民たちの殆どは、パロ、
ティンプー、プナカなどの観光地から遠い地域の
農民であるはずだ。実際、ラディでは目立ってい
た耕作放棄地がパロ、プナカで認められなかった。
この理由は恐らく、パロ、プナカのインフラは整っ
ており他の地域に移住する必要性がそこまで大き
くないから、そしてまた、パロやプナカは観光地
であるため完全に離農せずとも兼業できる職業に
幅があるからだと思われる。以上の事柄より、東
部の過疎はますます進み東西格差が広がって行く
のは明白だろう。
　これらの問題に対し、打開策として期待できる
のは近年タシガン近くに開設されたヨンプ・ラ空
港の充実化だろう。外国人旅行客が労を要せずに
タシガンまで入れるようになれば、東部はタシガ
ンを中心に発展することができるのではないかと
思う。そしてまた、各地方の村々にホテルやバン
ガローを建てるなどして外国人を受け入れる体制
を確立すべきである。わざわざ大規模な施設を作
る必要はないが、最低限外国人旅行者が一宿一飯
を得られる施設が必要である。そして可能であれ
ば、それらの宿泊施設は地域の有力者ではなく国
によって建てられ、地域住民の持ち回りによって
管理されるのが望ましいと思う。
　以上より、私はタシガンや、可能ならば他の地
域の空港開設及びその拡充を切に願う。旅行客の

移動時間が短縮できれば農村地域の観光業も発達
し、地域住民は自分の土地を手放さなくとも観光
業と農業を兼業できるようになるのではないだろ
うか。各地域で何が観光客の呼び水になるかは知
らない。がしかし、それを考える前に観光客が入
りやすいような地域開発をし、ブータン東部を旅
行客にとってより“近い”ものにすべきだと思う。
そして地域住民が旅行者とのふれあいの中で自分
の地元の新しい魅力に気づきそれを磨くことがで
きれば、今までとは異色な観光地が出来上がると
思うのである。

2）命と幸福
　以前日本で牛と触れ合った際、多くの牛は牛舎
の中に入れられ、放牧されているものも狭い牧場
の中で生活しており窮屈そうであった。しかしそ
の一方でそれらの牛たちの目は非常に利口そうに
見えた。今回ブータンでは多くの牛を目にする機
会があったが、彼らの目はそこまで利口そうでは
なかった反面で、とてものんびりとした目をして
いた。犬に関してもそうだ。ブータンの犬、特に
農村部の犬は日本や東南アジアの犬とは異なり、
人間に対して卑屈ではなく堂々と自分の居場所を
主張していたように思う。これらはブータン人が
彼らをある意味対等な生命として扱っていること
の結果なのだろう。この対等性が輪廻信仰に基づ
くものか、あるいは身近に犬や牛がいるから生ま
れるものなのかは分からない。しかしこの命の対
等性を持てるだけの精神的余裕があるということ
に、ブータン人の幸福の一端がある気がする。
　そしてもう一つ、ブータン人の幸福の根底にあ
るものは、彼らがことあるごとに言っていた「い
つ死ぬか分からないのだから今を楽しめ。」の考
え方であるように思う。実際、彼らがどの程度他
者の死に触れる機会があるかは分からない。しか
し死を生命の流れの一つとして身近に捉え、今目
の前にある生を真摯に生きようとするその生き方
が、今を「幸福だ」と感じることのできる感性を
育てているのではないだろうか。我々日本人は
日々の些細な物事に不満を覚え、それが積み重
なって「不幸だ」と感じるが、それでもなおその

「不幸な」生活を惰性で続けていくことが多いよ
うに思う。しかしブータン人の持つ日々の問題は
医療設備や道路環境など、多くの日本人が持つ日
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常的問題よりも急を要するものが多い。それなの
に彼らが笑顔で日々を生きているのは、彼らのも
つ「いつ死ぬか分からないから、今を楽しむ」と
いう考えに依るところが大きいのではないか。
日々の障害に不満を垂れるより、今を楽しむため
に「足るを知る」という姿勢が、彼らの持つ幸福
の根底にあると思うのである。
　しかしまたその一方で、彼らの肉食や屠殺に関
しては少々の違和感を覚える。屠殺を海外に頼り、
自分たちは肉食を続けるという姿勢が奇妙に感じ
られるのである。古今のブータン人の肉食及び屠
殺の状況については、「ヒマラヤ学誌 No.15 P.72-81, 
2014 宮本万里：現代ブータンにおける屠畜と仏
教―殺生戒・肉食・放生からみる「屠畜人」の現
在について―」に詳しく書いてある。要約すれば、
主に西部地域ではかつて屠殺を「チベット人」「ム
スリム系労働者」「高地民」「無謀な若者」など、
自分たちからは遠い不特定の他者に頼んでいた。
そしてまた中東部のメラ・サクテン両郡やプナカ、
ワンディポダン県などでは村民自身の手で屠殺が
行われていたようである。
　しかし最近になり、ラム・クンザン・ドルジと
いう名の高僧によって大規模なツェタ（放生）が
2000年にインドで、2001年にブータンで行われ
た結果、ブータン国内で屠殺に対する忌避感が強
まり各県で自主規制されるようになった。そして
それに伴い、それまで畜産法という形で国内での
屠殺手段の法整備を進めていたブータン政府も、
2001年に家畜法を改正して、年内の吉日（年間
計 2ヶ月間以上）の屠殺と畜肉の輸入や販売を全
面的に禁止した。そしてそれは国民の屠殺への忌
避感をますます増大させる要因になった。その結
果、ブータンでは屠殺を国境を接するインドのア
ルナーチャル地域に頼るようになり、国内市場で
流通している牛肉の 75％、豚肉の 97％（Nidup 
2011）が輸入製品になったようである。（以上が
要約箇所）
　これらの屠殺忌避と肉食とは三種浄肉の考え方
により共存可能だと宮本さんは書いている。しか
し私はこれを宗教的問題としてだけではなく、政
治的問題として危惧している。この屠殺の問題然
り、経済援助や水力発電所の問題、道路等インフ
ラ整備の問題然り、この国はあまりにも他国、特
にインドに精神的、経済的に依存しすぎているの

ではないかと思う。確かに、日本もアメリカに依
存しきっているとの指摘もあるかもしれない。し
かしこれから先、発展途上国から抜け出して欧米
とは異質の先進国、幸福を追求する先進国になる
可能性を秘めているこのブータンが、不都合な部
分を他国に任せ、見せかけだけの幸福を飾り立て
るだけの国にならないかが心配なのである。

3）影響と依存
　今回の旅の中で、私はブータンがチベットから
非常に強い文化的影響を受けていることを何度も
実感した。街中の至る所で目にするマニ車、ブー
タン人男性が着用しているゴー、寺院の壁画によ
く描かれているプルパやヴァジュラキラなどの男
女交合像（ヤブユム）、そしてトンサの博物館の
説明にあった「シャブドゥンはチベットから逃げ
てきた」との記述からも明らかである。しかし今、
ブータンが依存しているのはチベットや中国では
なくインドである。学生の主な留学先も、道路な
どのインフラ整備の労働者も、そしてその援助金
の多くも、インドに頼っているのである。チベッ
トを征服し、弾圧した中国と親しくするよりも、
もう一方の大国であるインドの影響下に入る方が
得策だと判断した気持ちはわかる。けれどなぜ中
国とインドの間の緩衝国としてうまく立ち回り、
両国から一定の距離を取ろうとしなかったのかが
疑問に思った。
　そしてこれは戦後の日本にも言えることであ
る。中国と距離を置き、アメリカの顔色ばかり伺
う政治体制も、留学といえば欧米に行く傾向も
ブータンに酷似しているように思う。だが、日本
はアメリカと国境を接していないし、アメリカか
ら大量の労働者を受け入れていないし、人口も
ブータンの約 181倍いる。今のブータンは文化の
維持を国是とし保護に努めているが、このままさ
らにインド系労働者を受け入れていった時、それ
が可能であるのかは疑問である。この先インドの
人口が増えた時、インドの貧民層が住みやすい土
地を求めてブータンに移住していく可能性は大い
にあり得ると思う。その時ブータン人が彼らとど
う折り合いをつけて生活していくのか、どうやっ
て「ブータン」という国、文化、そして人を残し
ていくのか、あるいは残していかないのかに興味
がある。



東ブータンにおける相互啓発実践型地域研究の試み（安藤和雄ほか）

― 64 ―

　ただ少々話が変わるが、私はインドの歴史をよ
く知らないため、彼らがどのような支配体制を敷
く傾向にあるのかも分からない。それゆえに、ブー
タンがインドの属国として虐げられることのない
よう、切に願う。

4）最後に
　トゥムシン・ラの峠越えの前と後、西と東では
多くのものが異なっていた。道は東に行くにつれ
てガタガタになり、宿泊場所はホテルだったもの
がいつの間にか公民館になっていた。しかし東部
では、私が本で読んで知ったような気になってい
た死生観や幸福観を地で持って生きている人々に
会った。それらは近代の遥か以前から長いこと彼
らの生活を守ってきたものであり、その中には限
られた世界で人々が生きていくために必要なも
の、人間という種を存続させるために必要なもの
が残っているのだと思う。
　近代化を進める西部とそれにおいていかれてい
る東部、これと同じ歪みは西欧とアラブ、米国と
中南米、日本と中韓国にも存在し、近代化した国々
への羨望が現在移民やテロ、カルテルや歴史認識
問題として表に出てきている。そしてまた、近代
化そのものにも自然支配、唯物論偏重、短期的視
点、科学技術万能主義、搾取的経済観など多くの
問題が潜在しているのも確かである。それらの問
題とうまく折り合いをつけるためには、ブータン
人、特にブータン東部のあの自然の中で生活して
いる人々の持つ価値観を土台に、これからの世界
の展望を考える必要があるだろう。
　まるで東西を分かつカーテンのようだったトゥ
ムシン・ラのあの霧は、その実、“近代化”して
しまった我々がとうに忘れてしまった知恵を保つ
ための最後のベールだったのかもしれない。その
ベールを剥がしてしまうことが良いかどうか、あ
るいは言い換えるならばベールの向こうに隔離し
たままで良いのかどうかは分からないが、私はそ
の向こうで“近代化”の持つ闇を照らす一筋の光
を見た気がする（注 17）。

注）
注 17）本節には以下の文献を参考にした。

〔1〕宮本万里 2014「現代ブータンにおける屠畜
と仏教　―殺生戒・肉食・放生からみる「屠

畜人」の現在について―」『ヒマラヤ学誌 
No.15』：72-81.（Retrieved from ; http://www.
k y o t o - b h u t a n . o r g / p d f / H i m a l a y a n /015 /
Himalayan-15-072.pdf）

〔2〕Wikipedia. (2015). ブ ー タ ン（ 人 口 の 項 ）
（Retrieved from ; https://ja.wikipedia.org/
wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC）

〔3〕Wikipedia. (2015). 日本（人口の項）（Retrieved 
from ;　https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9
6%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%B3）

以上 2015年 10月 20日アクセス

8．ブータンの農業の問題点

農学部食料・環境経済学科 2回生　横畠尚貴

　私は、8月 29日から 9月 11日の期間に国際交
流科目「ブータンの農村に学ぶ発展のあり方」に
参加した。個人でブータンという国に旅行しよう
とすれば、ブータン政府観光局の規定により、観
光するのに 1日あたり 250ドルもの公定料金がか
かってしまう。だが、今回のプログラムは王立ブー
タンツェラブツェ校との協定により行われたた
め、公定料金よりもかなり低い料金で参加するこ
とができた。このようなプログラムはブータンと
の関係が深い京都大学でしか参加できないため、
大学 2回生で大変貴重な経験をすることができた
ことに感謝している。
　私がこのブータンのプログラムに参加しようと
思った動機としては、農学部食料・環境経済学科
の学生として、日本において他産業よりも農業の
重要性が低く、農業就業人口も減少しているとい
う現状に対して、どうすれば農業が重視されるよ
うになるのかということを研究テーマにしたいと
考えており、客観的な視点からブータン農業の現
状を見つめ日本と比較することで農村発展につい
て何が必要とされているのかという問題の解決の
糸口を模索したいという考えがあった。
　次に、今回の実習で印象に残ったことを述べる。
1つ目は、土砂崩れによって、数時間ものあいだ、
主要な東西縦貫道が通行止めとなることが、頻繁
に起こっているということである。我々がブータ
ンに渡航した時期は例年ならちょうど乾期の始ま
りに当たる時期であったが、今年は雨期が長引い
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てしまい、最初の 1週間はほとんど毎日雨が降っ
ていた。そのため、急峻な地形が多いブータンで
は地盤が緩み、土砂崩れが起こりやすい状況と
なっていた。我々は何度も土砂崩れによる通行止
めを経験したが、1番規模が大きかったのは 9月
7日の午前 10時頃にモンガルで見た土砂崩れで
ある（写真 4）。この土砂崩れによって、まるで
道路が根こそぎ下に向かって流されていた。我々
が到着する前からこの復旧作業は行われていた
が、午後 12時 30分頃までかかり、合計 3時間以
上はかかったそうである。仮に日本で主要道が何
時間ものあいだ通行止めとなれば、忙しい日本人
はすぐ腹を立てクレームをつけるであろう。だが、
ブータン人は決していらいらした態度を見せず、
のんびりとその工事が終わるのを待っていた。特
に、我々のバスを担当してくれたドライバーの
ラッパさんはサッカーやバレーなどをしてむしろ
その状況を楽しんでいた。どちらの方がよりよい
対応であろうか。明らかに後者である。日本人は
このようなブータン人の寛容な態度を見習うべき
であろう。さもなければ、ストレスフルな現代社
会でうまく生きていくことが難しくなってしまう
かもしれない。このブータン人の対応も GNH世
界一のブータンという国固有のものなのであろう
か。
　2つ目に印象に残ったことは、ブータン学生の
英語レベルが全般的に高いことである。9月 2、3
日にカンルンで二つの小学校を見学したが、そこ
で行われていた英語の授業のレベルに大変驚いた

（写真 14）。私が実際に見学した小学校 3年生の
英語の授業では、日本の高校レベルの内容が扱わ
れ、しかも授業内容はすべて英語で話されていた。
また、小学校 1年生の英語の授業では、先生が 1、
2人の生徒を前に呼び、教室にいる全生徒の前で
歌やダンスを披露させていた。これは人前で発表
するための力をつけることを重視しているのであ
ろう。音読も頻繁に行われ、英語でのコミュニケー
ション能力向上に重きが置かれていた。9月 2日
に王立ブータンツェラブツェ校で行われた交流会
では、ブータンの学生が英語でスピーチを行い、
会を進行させていたのだが、そのときの英語力は
見事なものであった。ブータンの学生と普段交流
する際も、日本の学生よりもかなり高い英会話力
を見せつけられた。上で述べた小学校での英語教

育がここに生かされているのだと感じた。小学校
の先生から聞いた話では、なんと幼稚園から現地
語であるゾンカ語だけでなく、英語も教えられて
いるらしい。次に、9月 5日に我々のツアーを担
当していただいた旅行代理店のカルマさんの、親
戚の家にお邪魔したときに、ブータンの高校 3年
生の化学の教科書を見せていただいたのだが、そ
れには日本の大学で扱われる内容も含まれてお
り、また英語で書かれていた。少なくとも私は英
語以外の科目を英語で習ったことがない。これら
の出来事から、日本の英語教育とのレベルの違い
を痛感させられたが、その違いは日本で英語は科
目として学ばれ、ブータンでは他の科目を学ぶた
めの道具として英語を学んでいることに由来して
いるのではないかと考える。また、首都ティンプー
で見たテレビがインドの番組を映していて、公用
語が英語である隣国の大国インドの影響を少なか
らず受けているのではないかと感じた。日本が学
ぶべきこととして、一部の中学・高校で導入され
ているオールイングリッシュの授業を、今後多く
の学校で行われるようにすべきである。それが難
しければ、リーディング・ライティング重視の授
業からリスニング・スピーキングに焦点を当てた
授業を行うべきである。授業でリーディング・ラ
イティングに重きが置かれてしまうのは、それら
が高校・大学受験で特に必要とされているからだ
と考えるが、もっと社会に出て実用的なリスニン
グ・スピーキングを入試にも授業にも取り入れて
いくべきであるだろう。現在、世界で求められて
いるグローバル人材育成のために、どちらが必要
であるかを考慮すれば明らかである。　
　最後に印象に残ったこととして、ブータンの農
業の問題点を取り上げる。9月 3日にラディで村
長から、なぜ農村から都市へ人々が離れていくの
かという説明をいただいた。ラディ村から都市へ
と移動していく人々の数は年々増加していた。そ
の原因として、都市での経済発展、農村での土壌
悪化・自然災害、獣害などが挙げられた。都市で
は雇用、教育、医療施設、交通手段、商品が充実
しており、農村よりも生活するのに便利である。
そして、ブータンでは殺生が忌避されているため、
農作物に被害を与える鳥獣を殺すことができな
い。これにより、獣害による農作物への被害を軽
減することは難しい。次に、人々の都市流入の影
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響として、特に空家・耕作放棄地の増加が深刻な
問題である。我々も実際に耕作放棄地を数多く目
にしたが、せっかくの美しい棚田が放置されてい
て残念だと感じた。ブータンの美しい棚田の景観
が保持されてほしいと願うばかりである。ここで
日本と比較したときの相違点は獣害への対応で、
日本では獣害が起こればすぐ鳥獣は殺されてしま
う。一方で類似点は農村の過疎化、耕作放棄地の
増加である。経済発展の途中段階にあるブータン
ですでに、現在日本が抱えている問題に直面して
いることに驚いた。9月 9日に JICAのブータン
事務所を訪れた際の高野さんのお話によれば、幸
せの国ブータンというのは農業があってこそのも
のであると言われていた。だが、現在その農業が
多くの問題を抱えている。日本・ブータンの農業
を再興させていくためには、農村から都市への人
口流入を止め、農村に人々を呼び戻す必要がある。
農村から人々がいなくなる原因として、農村には
仕事がない、農村に留まることが劣等感につなが
るという考えがある。これらの考えを改めさせ、
農業に価値はあるのだという教育を、学校で日本・
ブータンの若者に施していくべきであろう。そう
すれば、両国の農業の未来は見えてくるかもしれ
ない。

9．都市化する秘境

理学部 1回生　高浦雄大

　ブータンでは他の発展途上国と変わらず首都一
極集中が進んでおり大変な危機的状況にある。こ
のまま放置しておくと 2020年には約 40パーセン
トもの人口が首都ティンプーに集まるとさえ言わ
れている。かつての日本では、東京には労働者を
吸収できるほどの能力があったのに対して、ティ
ンプーには流れ込む労働者を十分に雇用できるほ
どの能力が備わっているとは言い難い。そのため
他の発展途上国が抱えるような都市化に伴う様々
な問題が生じることは容易に想像できる。そう
いった労働者の多くは元は農村で農業を営んでい
た人たちである。そのため首都への一極集中に伴
い、農村での過疎化や放棄田の増加など深刻な問
題が起こっている。元々経済規模や人口規模が共
に大きくなかったブータンでは家族を第一にする

ことを前提にして経済が発展してきた。また宗教
と共に生活してきたことも忘れてはならない。そ
の家族との密の関係、また文化・宗教を尊重して
生きていることが世界一幸せといわれる大きな要
因なのだということが、私がブータン人と実際に
接して感じたことである。人口の首都一極集中が
進むにつれてその形態が壊れつつあるのである。
　ティンプーに戻り気になったのは人々の服装で
あった。東部からティンプーに戻る途中立ち寄っ
た村などではゴやキラを纏っていない人を見かけ
ることはほとんどなかったが、ティンプーでは私
たちが普段着ているのと同じようなカジュアルな
衣服を着ている人の割合はそれなりに高かったよ
うに見受けられた。中にはシャツと伝統衣装のキ
ラを組み合わせて着ている人もいた。それでも通
りを歩く人皆が違和感なく着こなしていた。外か
ら入ってきたものを自国の伝統の文化とをうまく
共存させているなと感心した反面、このままだと
殆どの日本人が着物を自分で着付けすることがで
きないように生活の中のゴやキラの重要性が段々
と薄れていくのではないかと不安になった。民族
衣装はその民族性を示す重要な要因の一つである
ので、首都の都市化に伴いこういった事態が起
こっているとはブータンの民族性が少しずつ失わ
れているという事実を表しているといえる。
　ブータンでの現地研修を行って非常に驚いたこ
とがある。その教育レベルの高さである。現地の
大学生が英語をとても流暢に話すことができると
いうことを出国前に聞いていたとはいえ、実際に
話をしてみると年齢がほとんど変わらないのに自
分よりもはるかに英語を上手に話していて彼らの
能力の高さに驚かされると同時に自身の勉強不足
を激烈に痛感した。現地の大学生と仲良くなり彼
らが色々と話をしてくれるのにうまく理解するこ
とが出来なかったり私が伝えたいことをうまく英
語で伝えられないことも多くあり、もう少しだけ
でも英語を上手に使うことができればと率直に
思ったとともに、もしもっと英語が上手なら彼ら
との時間をより楽しむことが出来ただろうと後悔
した。途中立ち寄った商店などでも、日本とは違
い英語で普通に会話を交わすことができたことか
らも多くのブータン人が英語に慣れ親しんでいる
ことがわかる。ブータンでは学校で英語を徹底的
に教育されるのである。今回現地の公立小学校を
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訪問し授業を見学させていただく機会を頂いた。
そこで現地の小学 4年生の英語の授業を見ると、
日本の高校の授業と全く変わらない内容を小さな
子供達が学んでいて衝撃を受けた。ある生徒が先
生に前に呼ばれて黒板の内容の説明を求められる
と英語で説明を始め、感心するばかりであった。
現地語であるゾンカ語の授業を除くほぼすべての
授業を英語で教えているそうだ。英語はあくまで
道具なのだという意識を授業を通じて教え込んで
いるそうで、この姿から日本が学ばなければなら
ないことは数多くあるだろう。また途中立ち寄っ
た民家で現地の高校 3年生の理科の教科書を見さ
せていただくと日本では大学の学部レベルで学ぶ
内容をすべて英語で書かれてあり、その水準の高
さに危機感すら感じる程であった。この日本では

‘スパルタ’と言われるほどの教育には欠点も存在
する。ドロップアウト率の高さである。特に英語
が苦手なだけで他の科目の授業にもついていけな
くなるため問題となっている。ドロップアウトし
た人たちは農家として働くことが一般的であるた
め、農家は比較的下等な職業であると考えている
ブータン人は多い。そのため勉強をするために都
市に出てきた人たちがドロップアウトしても、そ
れが恥ずかしくて今さら農村に帰りたくないと言
う人が数多く存在するようである。また学業優秀
で大学まで進学した人は、日本の多くの大学生と
同じように都市で働きたいと考え農村に帰らずそ
のままティンプーに移り住む人が多いようだ。高
い教育水準は国の発展のためには必要不可欠であ
る反面、首都一極集中の一因となっているという
負の一面を持っていることも考えなければならな
いだろう。
　日本でも多くの若者が東京圏に住みたいと考え
るようにブータンの特に若者が首都ティンプーに
移り住みたいと考えるのは、今回東西を移動して
みてその気持ちは共感できるものがあると思っ
た。まず一つが交通の不便さだ。今回首都から東
部タシガンまで車で丸二日かかった。しかも一本
ずつしかない都市間を繋ぐ国道は山を切り崩して
つくった舗装されていない道路で時に転落事故が
起こるような、日本で住む私たちから見ると非常
に危険な道である。滞在の時期がちょうど雨期と
重なったこともあり、途中土砂崩れにより道路が
封鎖されてその復旧を数時間待たなければならな

いことが何度もあった。これでは一度ティンプー
に移り住んでしまうと、故郷に帰るのが面倒に感
じてしまうのは仕方がないだろう。またもう一つ
の大きな理由がその利便性である。初め私がティ
ンプーに滞在したときは日本の基準で見ていたと
いこともあり日本の廃れた地方都市のような印象
を受けた。しかし東部の田舎に行き、そのあまり
の都会さに帰りに再びティンプーを訪れると私た
ちが人生で初めて東京の高層ビル街を訪れた時に
感じるような感情と似た感情を覚えた。田舎に住
む若者が首都ティンプーに移り住みたいと感じる
のは自然なことなのだろう。また地方との医療レ
ベルの差も首都一極集中の大きな原因になってい
ると考えられる。今回の旅でティンプーにある国
立病院とブータンの地方の医療を支える BHU

（Basic Health Unitの略で分類的には日本の保健所
にあたる施設であるが、その重要性は日本よりも
かなり大きい）を訪問させていただいた。国立病
院と県の病院と BHUとでは常備できる処方箋の
種類や施設などが厳しく決まっており、例えば地
方で体調が悪くなると BHUの出張診療所である
Outreach Clinic（ORC）で診療を行い、そこで扱
えなくなると県の病院そしてティンプーの国立病
院へと送られる仕組みとなっている。特に BHU
は非常に様々な場所に設置されており、地方で一
次診療を担うという点では非常に優秀なのだそう
だ。しかしティンプーの国立病院での診療を診断
され、ティンプーまで山道を長時間搬送されてい
る間に命を落とす人が多いそうだ。医療の充実度
の差も首都への集中の一因になっているだろう。
　現在では首都一極集中を避けるために様々な解
決策が考えられているようである。特に重要なの
は地方都市を発達させることだそうだ。日本でい
う仙台などの地方中枢都市の建設に成功すれば、
そういった都市を中心とした生活圏が形成され首
都ティンプーへの一極集中は避けられるそうだ。
これまでは西部の開発を最優先に行ってきたた
め、未発達の他の都市の発展を慎重に行えば、日
本やドイツのように様々な都市圏で人口が分散す
るだろう。都市のまた一本ずつしかない都市間を
繋ぐ国道の斜面整備や舗装も急務である。今回の
旅路のように唯一の国道の土砂崩れによる通行不
能が日常茶飯事であるような状態は重要な交通網
が満足に使えないという点で経済活動を阻害して



東ブータンにおける相互啓発実践型地域研究の試み（安藤和雄ほか）

― 68 ―

おり、またティンプーから他の都市が遠いという
意識を首都に住む人たちに刷り込み農村への回帰
を阻害している大きな要素だろう。ブータン政府
が掲げる自然保護との折り合いつけながら国道の
整備を進め、都市間の意識距離を縮めなければな
らない。
　今回の訪問でなぜブータン人が世界一幸せと言
われているか自分なりに分かった気がする。ヒマ
ラヤの山々に囲まれ、宗教や伝統を守り、人々の
つながりを重んじ、細かいことを気にせず生きる。
そしてゆっくりとした時間の中で生活をしてい
る。そういった農村民の生き方が、私が羨ましく
感じる程幸せそうに見えた。そういった宝といえ
るべきものを、現在起こっている国の発展の中で
失ってほしくないと心から願っている。最後に、
フィールドワークを通じて様々なこと教えてくだ
さった先生方、この旅を笑いの絶えないものにし
てくれた他の学生方々やシェラプチェの皆さん、
その他この旅に関わった全てのスタッフの方々に
一生の思い出となるくらいの貴重な経験をさせて
いただきこの場を借りて御礼を申し上げたい。

10．大切なのは心

総合人間学部 1回生　浅井薫

1）はじめに
　今回の国際交流科目を通じて印象に残ったこと
を印象の深い順に箇条書きにしていく。

2）ブータンの小僧さん
　9月 3日、タシガンの District Hospitalに 3人の
子供のお坊さんが病院に来ていた。そのうちの 1
人が薬を受け取っていて、それを待っていた 2人
と少し話した。わたしの実家は寺で、その寺の宗
派では肉を食べてもいいし、結婚してもいいとい
うことを説明し、これを奇妙に感じないか聞いた。
すると、10才程の子が「そんなのは関係ない、
大切なのは心だよ」と言った。
　子供の頃から僧侶として様々な戒律の中で暮ら
しているモナスティック・スクールの生徒たち。
日本には少しちがった僧侶がいることを知って、
彼らが「そんなのお坊さんじゃないよ」と答える
のを私は期待していた。だから、10才程の子が

こんなことを言うのには本当に驚いた。もちろん、
答えたのは 1人だし、隣でニコニコ聞いていた子
供を合わせても 3人だから一般性には欠ける。け
れども、モナスティック・スクールで行われてい
る教育について肯定的な興味をもつには十分だ

（＊実際に調べてみた）。

＊ブータンのモナスティック・スクール（monastic 
school）について
　初めに、シェラブツェ・カレッジの学生の 1人
から聞いたことを紹介する。まず、モナスティッ
ク・スクールは一般名詞であり、国内にいくつも
ある。僧院で僧侶を教育する学校であり、僧院が
経営する。生徒は皆すでに僧侶である。尼さんを
育てるための学校もある。カンルンでは（他地域
がどうかはわからない）、卒業者のほとんどが僧
侶となり、少数はモナスティック・スクールの先
生となったり、一般の学校（modern school）のゾ
ンカ語の先生になったりするという。
　次に、インターネットで見つけた資料の一部を
紹介する（注 18）。近代教育の導入以前は、僧院での
教育がリテラシーと学識を得る唯一の手段だっ
た。モナスティック・スクールのカリキュラムは、
読み書き、経典の暗記、祈祷用の楽器の演奏など
から始まり、高学年になるにつれて文法や作詩法
などを学ぶようになる。また、外国との接触が増
えているブータンにおいて、僧侶がうまくコミュ
ニケーションをとれるように生徒は英語や算数も
学ぶ。私が話したお坊さんも英語で堂々と話をし
てくれた。
　最後に、パジョディン僧院プロジェクトの出し
た「A monastic education」という記事の一部を紹
介する（注 19）。僧院での教育の究極の目的は、生徒
が悟りの境地に至ることであり、教える際に使わ
れる言葉は Chökey（Classical Tibetan）とゾンカ
語だ。この僧院では数学、コンピューター、環境
や農業の授業などが週末にある。これらは、もし
も生徒が僧院を離れて俗世の生活に戻ったときの
ためらしい。

3）農業に対する劣等感
　9月 3日、Rongthung primary schoolにて、先生
が認めたこと。「ブータンでは小学校から大学ま
で教育は無償だ。しかし、試験に通らず、早期に
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ドロップアウトする生徒たちがいて、そうした子
が農業をするという意識がある。そして、これは
農業に対して劣等感を持たせるので問題だ。」こ
うした意識の背景にあるのは、学科試験に通った
優秀な子が次の教育段階に進むというシステムだ
ろう。初めに、その先生がしきりに仰っていたの
は、「優秀な子が試験を通るだけで、成績の良く
ない子を積極的に弾き出すようなことはしていな
い」ということだった。しかし、これは、教育を
受けられないのは学力が低かったから、という意
識と表裏一体であり、農業に対する劣等感につな
がっているのではないだろうか。
　この意識は離農の根本的な問題だといえる。も
ちろん、農業に対する意識以外にも問題は多くあ
る。一般的に農業は収入が低いし、国土のほとん
どが山岳であるブータンでは特に大変である。ま
た、ブータンでは生き物を殺せず、獣害の被害も
大きい。しかし、「学業を途中でドロップアウト
した若者が農業をする」という意識はいっそう重
大な問題であると私は考える。都市部に住む 20
歳から 24歳までの若者の失業率は 2012年時点で
12.5％（全体の失業率は 2.1％）といわれる（Labour 
Force Survey Report, 2012, Ministry of Labour and 
Human Resources）。教育水準が上がり、高い教育
を受けた若者が都市に大量に流入するが、雇用が
足りず職に就けない。しかし、彼らは都市に残り
続ける。若者の農業に対する劣等感がこうした現
象を引き起こしている面もあるはずだ。
　また、いわゆるブータンの幸福というものが農
村共同体のあり方に基礎を持つならば、農業に対
するこうした意識は「ブータンの幸福」を破壊す
る可能性がある。

4）「フツー」のブータン人僧侶の彫像・画像
　9月 9日、プナカ・ゾン内のお堂にて、壁に描
かれた絵の中に一般的な見た目のブータン人僧侶
の姿がチラホラと見られた。また、ブッダやグル・
リンポチェの大きな彫像の横にも「フツー」のブー
タン人僧侶の彫像が立っていた。
　日本のお寺ではなかなか珍しいことだ。ブータ
ンでは一般的な僧侶が日本よりもずっと存在感が
あって、尊敬されているのではないかと感じた。
日本に帰って、これについて調べてみると、チベッ
ト仏教には「四宝」という考え方があることを知っ

た。三宝である仏・法・僧に「師」を加えたもの
だ（ちなみにこの「僧」は仏に従う教団を指す）。
ブータンの仏教は密教的色彩の濃いチベット仏教
であり、密教では、その教えが師から弟子へと口
伝される為、師の教えがその弟子の教義のもとに
なる。「現代ブータンを知るための 60章」（平山
修一）（注 20）によると、民家の仏壇や、お寺の祭壇
の前には僧侶の写真が置かれていて、師が信頼さ
れ、崇められる対象であることを示している。寺
院における一般的な僧侶の彫像・画像の存在と、
この四宝の考え方には関係があるのだろう。

5）洋服と民族衣装の融合
　ブータン人が、キラやゴと Tシャツなどを合わ
せて着るのをカジュアルな場でよく目にした。多
くの日本人にとって、和服は普段は使わないもの
であり、良くも悪くも特別なものである。しかし、
ブータンでは職務中やオフィシャルな場では民族
衣装の着用が義務付けられていて、キラやゴは決
して遠い存在ではない。このように、ある程度強
制をすることは良いのではないかと思われる。若
者たちも含めて、民族衣装を着るのを嫌がってい
る人には出会わなかったし、民族衣装を仕立てる
お店も潰れず、生きた伝統文化として残っている。
そして、着用を強制して、人々にとって身近なも
のであり続けた為に、キラやゴは洋服と緩やかに
混じりあったのではないだろうか。キラやゴと洋
服を合わせて着る姿は、明治の日本の様子と対象
的だ。制度として定めるなど積極的に伝統文化を
守ろうとすることで、初めは強制かもしれないが、
結果的には観光客も地元の人も幸せになる可能性
を示していると感じる。
　写真 15は下に着ていた Tシャツを出したとこ
ろ。写真 16は上に洋服を着ている。和服とは違い、
キラは上下が分かれているからこのような合わせ
方がしやすいのもあるだろう。

6）輪廻転生の負の側面
　9月 9日、ティンプーにある JICAの職員の高
野さんに教わったこと。ブータンには輪廻転生の
考え方がある。それによれば、障害をもつ人は前
世に罪を犯した人であり、その障害は前世の報い
であるとされる。そして、家に隠されるなど後ろ
めたい存在として扱われてきた。
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　それまでブータン人の輪廻転生の考え方は良い
文脈でしか見たことがなかった。来世の為にいま
徳を積むだとか、どんな生物もつながっていて、
あの虫もおじいちゃんの生まれかわりかもしれな
いから殺せないとか。また、辛いことがあっても
来世に期待をもてるだとか。なので、今回の話は
新鮮だった。現在、障害に関するこの思想がどれ
ほど広まっているのかはわからない。しかし、ブー
タンの幸福にとって不可欠な仏教的宗教観がマイ
ナスに作用することがあるのには驚いた。
　また、高野さんは、「彼らは disabilityという能
力を持っているのだ」と言ってまわることで、人々
の意識を転換させ、障害をもつ人が彼らなりの能
力を発揮して社会参加する道を開ける、と仰って
いた。この言説によって、彼らは後ろめたく思わ
れるべき存在では決してないと人々は気づくのだ
ろう。
　ここで感じたのは、根強く残るブータンの宗教
観には良い面だけでなく、負の側面もあり、それ
が迷信などの形をとって人々の意識の中に現れて
くるということ。そして、新たな言説を生み出し
てアピールしていくことで、その意識を転換させ
ることができるかもしれないということだ。

7）おわりに
　教育水準が大幅に向上したことにより、自分は
農業以外のことができるはずだと考えて若者が地
元の農村を離れて都市に移る。しかし、彼らが求
めるようなホワイトカラーの職の雇用は十分でな
く、仕事に就けない。それでも、彼らの多くは地
元に帰らず都市に残る。なおかつ、建設業など、
都市におけるブルーカラーの仕事にも就かない。
こうした現象の一つの要因として農業への劣等感
を挙げ、それは近代教育のシステムが作り上げた
のではないかと述べた。
　一方で、ブータンのお坊さんについても述べた。
ブータンでは師となる僧侶が信頼され、とても敬
われている。その僧侶を育てる学校であるモナス
ティック・スクールでは、子供たちが生きる上で
とても大切な教えを学んでいて、そのうちの 1人
の深い理解に私は心を打たれた。
　離農の問題を解決する方法としては様々なもの
がある。先日 Facebookで見た記事では、educated
な 3人の農民がかなり効率の良い農業を行ってい

ることを、TsheringTobgayというアカウントの政
治家が称えていた。また、ブータンは、農産物の

「100％オーガニック」を目指し有機農業を推し進
め、農業製品のブランド化を狙っている。
　ここで、私は新たな解決策として次のようなこ
とを考える。伝統的な教育機関として存在してき
たモナスティック・スクールのエッセンスを近代
教育に取り入れることで若者の意識を変えること
はできないだろうか。あるいは、モナスティック・
スクールを卒業した生徒が農村に戻る仕組みを
もっと整えるという方向性もあるかもしれない。
このような可能性を考えたうえで、私はモナス
ティック・スクールについてもっと深く知るべき
だと感じる。
　「モナスティック・スクールの教育と近代教育
の融合」という考えについて調べたところ、当時
シェラブツェ・カレッジのディレクターだった
Singye Namgyelさんと Brian D. Denmanさんが書
いた“Convergence of monastic and modern education 
in Bhutan”という論文の中に似たような考えが
あった。この Convergenceの意味は“the coming 
together of the approaches of the monastic order and 
those of modern education”である（注 21）。この観点
で考察をした人は他にも何人かいるようで、この
論文の中で取り上げられている。
　モナスティック・スクールでは、真に良く生き
るための教育を受けることができる。物質的な豊
かさが全てでないと知り、もっと多様な価値観に
触れることができるのではないだろうか。「足る
を知る」精神や、生まれた村で農業をしながら家
族や近所の人々と共に生きていく幸せなどを若い
うちに教わることは極めて有意だ。大切なのは心
だといつまでも言いつづけてほしい。

8）追記
　私が挙げた 5つの「印象に残ったこと」。この
全てに共通するもの、つまり、5つの根底に流れ
ているものは何かを考えた。そして、私が発見し
たのは、「人々の意識」だ。小僧さんの認識、農
への劣等感、「師」の捉え方、西洋文化への態度、
障害に関する迷信。日本人や自分自身と同じだと
感じたり、違うと感じたり、私はことさら人々の
意識に興味があるようだ。正直に言うと、農業に
関しては自分にも同じ感覚がないとは言い切れな



ヒマラヤ学誌　No.17　2016

― 71 ―

いし、日本でも未だに同じ問題が存在していると
思う。だからこそモナスティック・スクールを考
えることは日本にとっても意義があるのだろう。
　「意識」についてもう 1つ。日本に帰ってこれ
を書く際、今回の科目への自分の志望動機書を読
み直した。すると、「こんなことに興味がある」「こ
んなことを知りたい」という様々な自分の関心事
に、「印象に残ったこと」がうまく対応していた
のだ。ブータンにいる間は恥ずかしながら志望動
機書の内容なんてすっかり忘れていた。関空で「印
象に残ったこと」を選んだ時も意識していなかっ
た。だから、知らず知らずのうちに自分の興味の
ある内容を見てくれていたのだなあと心の奥深く
にいる自分の存在を感じた（注 22）。

9）謝辞
　今回こうして貴重な体験をできたことを本当に
ありがたく思う。書ききれないほどのたくさんの
感動があって、私の人生観は確かに変わった。ブー
タンのあの雄大な自然と、それと見事に調和する
家々、そしてそこで人々が幸せそうに暮らす姿が
忘れられない。安藤先生、坂本先生、一緒に旅を
した学生、シェラブツェ・カレッジを初めとする
ブータンの皆さま、昨年この科目に参加した先輩
方、国際交流課の皆さまに心から感謝したい。本
当にお世話になりました。

注）
注 18）Dr. Yonten Dargye“An overview of Bhutan’s 

Monastic Education System”
注 19）Phajoding Monastery Project (2012) “A 

monastic education”http://phajodingmonastery.
com/a-monastic-education/

注 20）平山修一 2005『現代ブータンを知るため
の 60章』明石書店：297．

注 21）Brian D. Denman and Singye Namgyel (2008) 
“Convergence of monastic and modern education 
in Bhutan” International Review of Education 54, 
487

注 22）本節を執筆するにあたって以下の文献を
参照した。

〔1〕御手洗瑞子 2012『ブータン、これでいいのだ』
新潮社 .

〔2〕本林靖久、高橋孝郎 2013『ブータンで本当

の幸せについて考えてみました。「足るを知
る」と経済成長は両立するのだろうか？』阪
急コミュニケーションズ．

11．東ブータンの放棄田　進む農村の過疎化

文学部 1回生　吉野月華

1）はじめに
　このレポートは、2015年度京都大学全学共通
科目　東ブータンの農村に学ぶ発展のあり方　を
受講し、2015年 8月 30日から 9月 10日のブー
タン滞在中に私が学んだこと、見聞きしたことに
基づいて作成する。途上国ブータンでは、たくさ
んの物事を見て聞いて、多くのことを学んだが、
その中で私は農村の過疎化について強い問題意識
を持った。私の暮らす日本でも同じ問題が起こっ
ているためということもある。しかし、日本とブー
タンではその要因も速度も人々の問題意識も、全
く異なる。同じ問題として扱うのは適切でないよ
うに思われる。ブータンの過疎化は深刻であるが、
実際に現地を回ってみて、その要因には共感でき
る部分も多々あった。東ブータンの農村の過疎化
について、主な要因と、私なりの見解を述べる。

2）不十分なインフラ整備　危険な道路
　空港のあるパロから東ブータンの主要都市タシ
ガンまで行くには、東西縦貫道（国道 1号線）を
通らなければならない。人々が東西移動をする際
には、必ずこの道を使用する。我々もこの道を使
用した。道中では、いたるところで道路整備が行
われていた。しかし、この道路の舗装はまだまだ
不十分であり、崩れている箇所をいくつも目にし
た。我々の渡航の数週間前から、ブータンでは雨
が降り続いていた。それがブータンのもろい地盤
にしみこみ、地盤が緩んでいた。それでも道路整
備が続けられていたために、整備しているところ
が崩れてしまう。崩れ落ちた土砂で道路が塞がれ
ると、ショベルカーでその土砂をどけて道を開け
て、車を通す。我々も何度もその状況に直面した

（写真 18）。私自身は、目の前で土砂崩れがおき
ているという危険な状況にとても驚いたし、恐怖
を感じていた。今まで生きてきた中で一番死に近
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い経験をしている、と感じていた。しかし、ブー
タンの人々にとってはこのような事態は日常茶飯
事であり、みんな落ち着いていた。道路があくま
で待たされるのだが、文句を言うような人は誰も
いない。不自由な移動、命がけの移動にすっかり
慣れてしまっている。
　実際に、この危険な道路で命を落とす人もいる。
パロからタシガンへの移動中にたくさんの土砂崩
れを目撃し、実際に遭遇して私が感じたのは、帰
りにもこの道を通らなければならないということ
に対する恐怖であった。ここで私は、ブータンの
人だって自分たちが命がけで移動しているという
ことはわかっている。そのため東ブータンの人々
が一度西へ移動すると、帰りたくなくなるという
気持ちがうまれるのではないか、と考えてしまっ
た。東ブータンの人々が西へ移動する要因は色々
あるだろうが、帰ってこなくなってしまう要因の
一つとして、この危険な道路状態も考えられるの
ではないか。

3）人々の意識
　ラディ村のコミュニティーホールで寝泊まりし
た際に、村長が東ブータンの農業に関するプレゼ
ンテーションをしてくださった。その中で、東ブー
タンでの農業の大変さについて話されていた。村
のインフラ整備が進んでいない（写真 19）、進ま
ないことや、獣害の深刻さなどである。私にとっ
て特に印象的だったのは、この深刻な獣害に関す
る話である。ブータンには不殺生の文化があり、
農業を営む上での害虫・害獣も人々は決して殺さ
ない。そのため害虫・獣害被害が深刻なのである。
政府は害獣被害に対して保障をするのだが、それ
も不十分である。よって農業収益が低くなってし
まう。
　また、もう一つ人々の意識の問題として、高い
教育を受けた人々が、農業に従事することを恥じ
る傾向がある、ということが挙げられる。農業は、
誰でもなれる職業だから、ということが主な理由
らしい。人々の間にこの意識が広がっていると、
教育制度が整うにつれて、どんどん農業従事者が
少なくなってしまう。この意識が広がっていくと、
教育を受けていないものでも農業という職に就く
ことを恥じるようになる可能性がある。東ブータ
ンでは、農業以外の職業はとても少ないため、農

業以外の仕事に就きたい若者は地元を離れてしま
う。実際にシェラブツェ大学の学生には、農業従
事を希望する生徒は少なかった。
　しかしブータンは地理的に不便である上面積も
小さく人口も少なく、発展途上であり産業が十分
に発達していない。産業規模がとても小さいため、
都市に出て行っても仕事がないのが現状である。
農村の過疎化だけでなく、それに伴う都市の過密、
失業者の増加や治安悪化なども問題となってい
る。

4）終わりに
　上で挙げたように、東ブータンの農村の過疎化
には様々な要因があり、共感できるものもある。
しかし、体裁を保つためだけのために村を捨てる
よりも、村に残って農業をしたほうが結果的に大
きな収入となることもあるし、何より農業をする
ことは羽束師伊ことではないということを若者に
理解させなければならない。この問題の解決には、
人々の意識改革が必要である。そこで教育が大き
な役割を果たすのではないか。

12．おわりに：雨

京都大学白眉センター /
京都大学東南アジア研究所　坂本龍太

　ブータン出発前の 8月 17日（月曜日）、18日（火
曜日）、トランジットで立ち寄るタイのバンコク
で 2日連続して爆破テロが起こった。17日夜の
爆弾テロでは 20名の死亡、120名以上の負傷が
報じられていた（注 23）。学生さんの保護者の中には
不安を感じて我が子の渡航のキャンセルを考慮し
た方もおられたと思うが、安藤さんと私はバンコ
クのテロ事件よりも別のことを強く心配してい
た。ブータンの天気予報が我々の滞在予定期間中
ほぼ全日雨だったことである。比較的治安が安定
しているブータン渡航時に我々がより強く恐れる
のは、交通事故、崖からの転落、犬による咬傷、
土砂崩れなどであり、雨が続くということは、特
に、交通事故、崖からの転落、土砂崩れのリスク
が格段に増すと考えられる。ブータンは北緯
26.40度～ 28.20度、ヒマラヤ山脈南面に位置し、
標高は南部の約百メートルから北部の約七千五百
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メートルへとせり上がっている（注 24）。我々が今回
の旅で通る西部、中部、東部は標高約九百から
三千八百メートルで、その大部分がモンスーン気
候に区分される。特に「7月、8月の遠出は避けろ」
とブータンでよく言われていた。モンスーンは 6
月後半から 9月後半の期間に年間降雨量の 6 ～ 9
割をもたらすと推計されている（注 25）。ただし、大
規模な地すべりだけでも、2005年 4月 25日モン
ガル・ルンツェ間、2006年 6月 2日ティンプー
とこの期間から外れる期間にも地すべりが報告さ
れており、特に 2009年 5月 23日にベンガル湾中
部で発生したサイクロン・アイラはブータン全域
に影響を及ぼし、洪水や斜面崩壊などにより 15
名の死者をもたらしたと報告されている（注 26，27）。
冬期には路面の凍結の不安があるため、10月あ
たりが最適ということになるが学生さんの授業の
都合上そこにブータン渡航を持っていくのは非常
に難しい。
　我々は昨年度の国際交流科目と同様の時期、8
月 30日（日曜日）に予定通り関西国際空港を発ち、
タイを経由してブータンのパロ空港に着いた。
ティンプーに一泊し、翌日中部ブムタンに一泊し、
9月 1日（火曜日）朝 7時前にブムタンを発って
カンルンに向かった。予報通り雨が続いていた。
途中、通った交通事故や地すべりの多発地帯であ
る NamlingBrak（ナムリン崖）では、「これまでの
人生で今が一番怖い」という学生の言葉が聞こえ
た。このナムリン崖は、道路建設のための 20年
に渡る工事期間中に 240名を超える方の命を奪
い、1998年にはこの付近でのバスの転落事故に
より 58名の方の命が失われたとされる（注 25）。そ
の日、東部タシガンに着いた時点ですでに日は暮
れており、予定を変更してタシガン宿泊も検討し
たが、「あと 45分いけば着くから」と話す運転手
さんの希望もあって、夕食後タシガンを発ち、カ
ンルンに向かった。雨が降り注ぐ中、夜間の移動
となった。案の定、シェラブツェ・カレッジに到
着寸前のところで我々の 2台のバスのうち 1台が
ぬかるんだ道にはまってしまった。暗闇の中、1
時間ほど立ち往生した後、シェラブツェの学生及
び教員がロープを持って駆け付けてくれ、車はぬ
かるみを脱した。ブータンではよくあることだが、
学生を引率する行程で、雨の中の夜間の移動は今
後避けるべきであると反省した。

　翌日以降も空模様を気にする中、雨は降り続い
た。朝起きて安藤さんと最初に交わす言葉は「（雨
が）また降りましたね」、という日々であった。
安藤さんを中心に、ガイドのカルマ・ギェルツェ
ン氏と共にインド気象局（http://www.imd.gov.in/）
が公表している衛星画像を毎日確認し、国際電話
で本学防災研究所の林泰一先生に御助言を求めな
がら、日程を検討し、予定よりも 1日早く出発の
2日前までに西に戻る決断を下した。途中センゴ
ル付近の道路で地すべりによる通行止めのため 3
時間ほど立ち往生になった。我々が通過した後に、
同じ所で再び地すべりが起こり、その後数日間通
行止めになったことを伝え聞いた。もし早く西に
戻る決断をしていなかったら、帰国が遅れる危険
があった。今年度はモンスーンが例年よりも長
かったということもあると思うが、来年度以降の
渡航時期を改めて慎重に検討する必要性を感じ
た。
　そんな期間中、学生たちは皆、一日一日を逞し
く過ごしていたように思う。シェラブツェの学生
5名が合流してからは、ラディ地区、バルツァム
地区で役場のGewog YargayTshogdu Hallを借りて、
両校学生が共同生活を行った。同じ釜の飯を食ら
い、村を探索し、部屋に帰って輪になって踊り、
夜空を見上げ、寝袋を広げて語らい、眠る。彼ら
の中で国籍という名の垣根は急速に取り払われて
いってしまうようだ。
　9月 6日（日曜日）が別れの日だった。その日
タシガンのカフェで昼食をとった後、我々はバス
で西へ発ち、シェラブツェの学生 5名は東に帰る。
朝食時から少し神妙な空気が流れていた。そして、
いざ別れの時、バスの前でプンツォさんが顔をゆ
がめるや堰を切ったように学生らが涙を流し出し
た。手を取り合い、見つめ合い、抱き合いながら
別れのせつなさをかみしめていた。隣でその光景
を目の当たりにして、教員 2人もグッと来ていた。
自らの学生時代を振り返って、映画や本など以外
の実体験として涙を流した経験はごく限られてい
る。数日あまりの共同生活の後に彼らが流した涙
は一体どこから来るのかと考えさせられた。彼ら
の青春が美しいと思った。何はともあれ 9月 11
日（金曜日）朝、全員無事に関西国際空港に到着
し、ほっと息をついた。
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注）
注 23）日本経済新聞　速報　タイ爆弾テロ、男
を逮捕　関与の疑い　2015年 8月 29日

注 24）Karma Kuenza, YeshiDorji, DorjiWangda. 
Landslides in Bhutan.

注 25）Dunning SA, Massey CI, Rosser NJ. Structural 
and geomorphological features of landslides in the 
Bhutan Himalaya derived from Terrestrial Laser 
Scanning. Geomorphology 2009; 103: 17-29.

注 26）小森次郎、小池徹、檜垣大助．2009年のブー
タンの自然災害―地象・水象・気候災害―．
自然災害科学 2010; 29-2: 233-243.

注 27）安田匡．ブータン王国と首都ティンプー
市の地質，地質災害および防災について．地
すべり北海道 32. 1-8. 2015年 3月
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An Attempt of Mutual Enlightening Practice-oriented Area Studies 
Based on Practical Philosophy in Eastern Bhutan: The Short Report 
Collections on the Study Tour 2015 of Kyoto University Overseas 
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learning from rural Bhutan between August 29 and September 11, 
2015”

Kazuo Ando1), Keiko Nishimoto2), Ayane Deyashiki3), Chihiro Fukushima4), 
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    Ten students and two faculty members of Kyoto University visited the eastern Bhutan. Throughout the 

study tour, dynamic changes of climates, vegetation, and livelihood were observed in the altitude range 

about 900 – 3800 m. After arriving in Trashigang District, they made presentations about Japanese cultures 

in Sherubtse College and the students in Sherubtse College made a presentation about history and culture 

of Bhutan. After that, the students participated in the classes of Driglam Namzhag (Bhutanese Etiquette) 

and the students of Sherubtse performed traditional and modern dances. The students of Kyoto University 

together with the five Sherubtse college students conducted field studies in Kanglung, Trashigang, Radhi 

and Bartsham. In Kanglung, they visited primary a school and participated into the classes together 

with children. In Trashigang, we paid a courtesy call on Trashigang Dzongda (the governer) and visited 

a district hospital. In the hospital, several students received a pulse diagnosis by Drungtsho (doctor 

of traditional medicine). In Radhi, the students made visits of farmers’ houses and the several local 

institutions such as Gewog offices (government offices), Basic Health Units (BHUs), and Lhakhangs & 

Gompas (temples). They saw the situation of abandoned paddy fields and listened to the stories from the 
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villagers about animal damages. In Bartsham, they visited a temple and listened to the legend of Chana 

Dorji (Vajrapani, protector of the Buddha) devouring snakes. The students of the both schools fostered 

friendships by sharing the experience of the field study. This paper consists of ten short essay articles 

regarding the issues pointed out by the participants of the 10 students and 2 teachers through their intuitive 

understanding about the facts met at the sites during the study tour. They are discussing the facts from 

the viewpoints of comparison of society and culture. Each discussion is a trial of practical philosophy to 

search the “right” way of life to be taken by a human. It is strongly illustrated in this paper that the mutual 

enlightening practice-oriented Area Studies or, broadly, the field work typed Area Studies should search 

the academic goals in Practical Philosophy.

    This report consists of reports from 10 students and 2 teachers who participated into the program of 

Overseas Study Program in Kyoto University, “An alternative approach to development: learning from 

rural Bhutan”. The title of each report is as follows: “Try to Establish the Method of Mutual Enlightening 

Practice-oriented Area Studies as Participatory Area Study (Kazuo Ando)”, “Regional Revitalization in 

Eastern Bhutan (Keiko Nishimoto)”, “What Broadened My Horizons (Ayane Deyashiki)”, “Consciousness 

of Bhutanese and Happiness (Chihiro Fukushima)”, “Lessons of Happiness=Peace, in Bhutan (Ami 

Inukai)”, “Prospect of Bhutan and Students (Saki Tanaka)”, “What I Got beyond the Mist (Hiroki 

Shinkawa)”, “Problems of Agriculture in Bhutan (Naoki Yokohata)”, “Urbanizing Hidden Land (Yudai 

Takaura)”, “What’s Important Is Heart (Kaoru Asai)”, “Abandoned Rice Fields and Depopulation in Rural 

Villages (Tsukika Yoshino)”, and “Rain (Ryota Sakamoto)”


